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索 り 1

【凡例】

＊『近世町人思想集成』所収の各底本より、町人・商業道徳関連語彙を中心に索引を作成した。商人

教訓言に頻出する単語を始め、i里諺・和歌・1賃用句等も適宜採録した。

＊索引語は新漢字、現代仮名遺いとし、難読漢字に限って）しビを付けた。索引語のうち音訓両用に

読める場合も極力現在通行の読みに統一したため、原文の読みと異なる場合もある。

＊中国人名には、区別しやすくするため時代を付記した。

＊巻数を示す丸付数字に続けて掲戴頁を付記した（例： 17巻30頁→ ⑰ !JO)。

＊類語•関連語を適宜整理し、それらを括る見出し語を【 】で示した。

＊見出語に包括される類語等を「＞」で示した。類語等の配列は必ずしも五十音順ではない。

＊必要に応じ参照項目を「→」で示し、主な中国人名については時代を「＊」で示した。

［あ］

【阿】

＞阿難 ⑰ 30 

＞阿房の殿ぁぽうのでん ⑧ 49 

＞阿弥陀経ぁみだきょぅ ⑧ 47 

【相】

＞相対死あいたいじに ⑦ 81→ 心中

【愛】

＞愛に涵るる人 ⑧ 136 

＞姑息の愛 ① 187, ⑧ 135, ⑨ 310 

＞君子の愛 ⑧ 135 

＞婦人の愛 ③ �33 

＞愛敬 ① 112, ④ 49, ④ 95, ⑧ 34, 厘

304, ⑪ 125, ⑪ 168, ⑫ 65, ⑫ �31, ⑬ 

64, ⑬ 65, ⑪ 155, ⑬ �05, ⑭ �36 

＞愛顧 ⑰ �66

＞愛情を移す ④ �18 

＞愛心 @)245 

＞愛想 ⑬ �31

＞子を愛する ⑨ 77, ⑨ 183, ⑭ 178, ⑱
196 

＞銭を愛する ④ 375

＞人を愛する ① 120, ① 130

＞身を愛する ③ 73

【挨拶】⑥375, ⑫ 107, ⑫'250, ⑪ 107, ⑬ 

174 

＞挨拶のみに言う ⑫ 118 

【青】

＞青砥藤綱（青砥左衛門）あおとふしつ八

② 41, ② 43, ⑧ 158, ⑧ 160, ⑧ 161, ⑰

58, ⑰ 61, ⑰ 142, ⑰ 143

＞青表紙 ⑫ 50 

【明】

＞明き盲あきめくら ⑨'244 

＞明智光秀 ⑧ 56 

【商】⑦174, ⑧'286, ⑰ 174→ 商業、未

業

＞商い仕初むる日 @)111 

＞商い上手 ⑦ 66 

＞商い倒れ @)39 
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商いに耽る @)11 

〉商いの味 ⑥ 320 

＞商いの金銀 ⑫ 136

＞商いの至智 ⑯ 64

＞商いの務め ⑯ 52, ⑯ 53, ⑮ 55, ⑮

189 

＞商いの道具→道具

＞商いの秘密 ⑦ 64

＞商いの弊風 ⑮ 179, ⑮ 180

）商いの道 ⑤ 180, ⑤ �06, ⑥ �19, ⑯ 

,， ⑮ 10, ⑮ 95 

＞商いの要道 ⑯ 308

〉商いの利 ⑦ 148 

＞商いの業 ⑯ 49, ⑮ 312 

＞商いは牛の涎 ぅしのよだれ ⑫ �96 

）商いを急ぐ ⑥ �21 

＞商いを仕掛くる ⑥ 184 

〉商いをする人 ⑥ 377 

＞想商いおもいー @)21 

）思入商いおもいいれ— ⑤ 224. ⑥ 148,

⑥ 226, 像96, @)I 10

〉思惑なき商い ⑤ 234 

）恩商い ③ 263 

＞懸繋商いかけつなさ�- @)60 

〉気の落ち着かぬ時の商い 像95

＞小商い ⑫'281 

） 金商売こがれあきない @)348 

＞小糠商売こぬかあさない ④ 348 

掬商いすくい 6227 

＞救商いすくい ⑤ 223 

＞逼商い凸 7,,157 

＞帳合商いちょうあい @ 236, (5)200, ,5 

201, ⑤ 231, ⑤ 328, i.i 141, ⑥ 2/9. l6) 

242 

＞付込商いつけこか ⑫ 86 

＞繋商いつなぎ ⑩ 17. (10 77 

＞手広き商い ⑥ 300 

＞当世風の商い ④'272 

＞鋸商い叩砂 ④ 368, ④ 370 

＞延商いのベー @126 

＞延金（銀）商いのべがね— ⑪ 133 

＞延小判商いの心ばん @128 

＞不決断商い @57 

〉未決の商い @JB 

＞身振流商いみぶりー @)79 

＞紡商いもやい— @97 

＞私商いわたくし ⑥ 321 

＞商い物 ③'283 

〉日を限って商う ⑥'247 

【商人（買人）】 あきんど ・しょうにん (!)254, 

① 1255, ③ 176, ③ 1213, ④ 94, ④ 95, ④ 

96, ⑦ 147, ⑦ 175, ⑦ 181, ⑦ 190, ⑧ 

273, ⑧ 303, ⑧ 31 !, ⑨ 300, @)64, ⑪ 

52, ⑪ 60, ⑪ 103, ⑫'268, ⑫ 1295, ⑪ 

229, ⑬ 1231, ⑯ 336, @24, @67, ⑮ 

78, ⑮ 112, ⑯ 114, @116, @118, ⑯ 

119, ⑱ 121, ⑰ 85, ⑰ 87, ⑰ 89, ⑰ 

90, ⑰ 93, ⑰ 157 

＞「商人心得いろは歌」 ⑫'278 

〉買人の出世あきんどc})- @308 

＞商人たる者 ③'230, (foll 71 

〉商人と屏風は直ぐには吃たぬ すぐには

たにぬ ⑥） 285 

）商人と屏風は曲がらねば立たず g 

12 

＞商人に利をとらす ⑦ 302 

〉商人の家 ⑫ 49 

＞商人の家普請 いえぶしん（やぷしん） (1 

279 

＞商人の横柄

）商人の家業

商人の肝要

〉商人の芸 ③ 185 

〉商人の心 ⑦ 71, (!])159 
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＞商人の心得 ⑯ 75

＞商人の作用 ⑯ 43

）商人の書状 ③ �77

＞商人の身代（身体）ーしんだい ③ �50 

＞商人の生計 ⑯ 76

＞商人の算盤 ⑦ 66

＞商人の損益 ⑪ 113

）商人の大将 ⑱ 36

＞商人の台所 (J])75 

＞商人の楽しみ ⑯ 105 

＞商人の治生 ⑪ 186, ⑱ 53

＞商人の務め ⑮ 100

＞商人の妻 ⑯ 82

＞商人の手本 ③ �46

＞商人の恥 ③ 185

＞商人の法 ③ �74

＞商人の本分 ⑯ 71, ⑯ 92

）商人の真似 ⑬ �44

）商人の店 ⑱ 12

＞商人の道 ③ �22, ④ 195, ⑯ 136, ⑯

202 

＞商人の冥加 —みょうが ③ �12 
＞商人の良き衣着たらんが如し —よききぬき

たらんがごとし 乙り69, Qり147

＞商人の良き衣着るは散財の種 ⑫ 1280 

＞商人は果決を第一とす @102 

＞商人気質 —かたぎ ⑦ 11 

＞商人らしき ③ 182 

＞今の商人 ⑰ 78 

＞下の商人げのあきんど ⑦ 173 

＞三都の商人 ⑰ �01 

＞信なき商人 ⑧ 11 

＞富める買人とめるあきんど ⑦ 167 

＞並々の商人 ⑫ 134 

＞真の商人まことの— ② 11 
【悪】③14 

＞悪も積まざれば身を滅ぽすに足らず ② 

16 

＞悪を改め善に随う ⑫ 96 

＞悪を行う ⑨ 71, ⑨ 177 

＞悪を為す ⑬ iis 
＞悪の報い ⑭ ii65 

＞悪逆 ⑫ 89 

＞悪言 ① 183 

索 引

＞悪事 ① 166, ② 128, ⑥ 334. ⑧ ii29, @) 

311, ⑬ 32, ⑬ 35, ⑭ 140 

＞悪事千里 ⑨ 342 

＞悪事千里を走る ⑦ ii4t 

＞悪疾の子 ⑰ 120 

＞悪女 ② iiso

＞悪性 ③ 30

＞悪心 ③ ii4, ⑤ 35, ⑤ 108, ⑧ 51, ⑫
94 

＞悪神 ④ 115

＞悪党 ⑬ ii12

＞悪人 ④ 89, ④ 99, ④ ii6B, ④ 269. ⑨

216, ⑨ 311, ⑨ 314, ⑪ 4, ⑪ 15 

＞悪人の子 ⑯ 127 

＞悪念 ③ 81, ④ 189, ⑭ ii62

＞悪筆 ⑫ 52

＞悪風俗 ③ iio1 

＞悪服 ⑦ 167

＞悪名 ⑥ 334, ⑫ iiss

＞悪名を死後に残す ⑪ 322 

＞ 「悪気心侯丸」あっきしんねいがん ⑪ ii26 

＞悪口 ④ iis, ⑨ 49, ⑨ 153, ⑪ ii2s

【赤穂】⑱35, ⑰ 99 

＞「赤穂義士伝」 @)346 

【浅】

＞浅岡 ⑬ 148, ⑬ 150, ⑪ 152 

＞浅野長矩（内匠頭）あさのながのり（たくみのか

み） ⑯346, @)348 

麻の中の（中なる）蓬 ④ 42, ⑨ 50, ⑨ 

154, ⑪ 3, @)86 
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【朝】③45 

〉朝起 ④ 19, ④ 116, ⑥ 30, ⑥ 31, ⑥ 
104, ⑥ 105, ⑨ �9, ⑨ 74, ⑨ 123, ⑨ 
180, ⑬ 140, ⑬ �71, ⑰ 114 

〉朝寝 ④ 115, ⑨ 30, ⑨ 32, ⑨ 83, ⑨ 
124, ⑨ 126, ⑨ 189, ⑨ 302, ⑪ 42, ⑪ 
231, ⑬ 152, ⑬ �67, ⑭ �54, ⑭ �55 

〉朝寝して商売ぎらい酒好きは、心安きに
定宿とする ⑭ �20 

糾える縄ぁざなえるなゎ ② �29 
欺く ④ �75, ⑯ �50 
【足】④134 
＞足取り ⑤ 184 
【足利】
＞足利家 ⑫ 130 
＞足利尊氏（高氏） ⑤ �02, ⑦ 314 
＞足利義氏 ② 67 
＞足利義政（東山殿） ① 3, ① 75, ② 

151, ⑫ 130, ⑫ 131, ⑰ 69 

【悪】
＞悪しき枝 ⑭ 176 
＞悪しき弊ぁしきくせ ⑰ 147 
＞悪しき心 ⑭ �63 
＞悪しき酒呑み ⑫ 123 
＞悪しきと思う事 ⑥ 338 
＞悪しき風俗→風俗
＞極めて悪しき人 ⑫ 91 
【応答ぁしらい】⑥375, ⑨ 36, ⑨ 56, ⑨ 

132, ⑨ 160 
〉主客のあしらい ⑫ 130 
＞得意あしらい ⑫ �96 
【明日】
＞明日ありと思う心の山桜、夜は嵐の吹か

ぬものかは ⑨ 79, ⑨ 185 
＞明日の我が身を思案する ⑨ �5, ⑨ 

119 
【預】

＞預かり子 ⑪ 148, ⑫ 150, ⑬ 154, ⑪ 
200, ⑬ �02 

＞預かり物 ② �2, ④ 98, ⑪ �5 
＞先祖の預かり物 ⑰ �02 
徒使いあだづかい ⑨ �5, ⑨ 131 
中るも易、中らざるも易あたるもえぎ ⑭ 79 
暑さを忘るれば陰忘るる ⑫ 39 
熱田明神 @96 
跡式 ⑧ 135, ⑧ 318 
あとを見よそわか ④ 58 
【穴】
＞穴一 ⑬ 142, ⑬ 196 
＞穴蔵 ⑬ �17 

【兄】②�11, ③ 121, ③ 151, ④ �3, ⑥ 
318, ⑰ �65 

＞兄に従う ⑰ �67 
＞兄を敬う ⑫ �28 
【油】⑥44, ⑥ 122 
＞油・薪・蝋高下 僅104
＞油屋 ⑪ �80 
＞油を売る ⑬ 159 
【廿】
＞廿酒屋 ⑪ �87 
＞廿え口 ⑨ �71 
＞甘やかし ⑨ �72 
剰りを累ねて変に備うあまりをかさねて— 厘

171 
雨心得ぁめこころぇ ⑤ �90 
【過あやまち】⑥340 

〉過ちは改むるに憚る事なかれ —あらたむる
にはばかる— ⑥) 184 

〉過ちを改む ⑬ 85 
〉過ちを飾り、異見を受けず ⑨ 78, ⑨ 

184 

【争】
＞争わざるの争い ⑰ 32 
＞親子兄弟の争い 厘�71
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＞子孫の争い ① 169 

蟻 ②154, ⑨ 45, ⑨ 46, ⑨ 149, ⑨ 150, 

⑰ 176

ありべかかり ⑤ 47, ⑤ 124 

在原業平 ⑯ 171 

【主（家持・家主）】④16, ④ 18, ⑧ 57 

→ 家の主、家の主人

〉主たる人 ⑫ 90, ⑬ 102, ⑬ 170 

〉主たる者 ⑫ 69, ⑬ 97, ⑰ �47 

〉主の心 ⑦9 

〉主の目を掠める ーめをかすめる ⑫ �41, 

⑫ �54→ 主人の目を掠める

〉主を親しむ ⑧'255 

粟一粒は汗一粒 ⑰ 105 

【憐】

）他人の憐れみ ④ 180 

【安】

＞安侠ぁんいっ ⑮ 105 

＞安産 ⑭ 173 

＞安心の術 ⑫ 301 

＞安定胡ぁんていこ＊北宋 僅）150 

＞安穏ぁんのん ⑦'208 

【安楽】⑦34, ⑧ 137 

＞安楽の身 ⑯ 16 

）大安楽の人 ④ 110 

晏平仲（晏子・晏嬰）あんぺいちゅう（あんし•あん

えい） *#秋戦国 ⑪ 147, ⑯ 194, ⑰ 17 

あんこ仲衆 ④'234 

闇使 ④'293 

行灯あんどん @76 

案内 ④'206 

塩梅ぁんばい ⑧ 312 

［しヽ］

【井】
＞井伊掃部頭いいかもんのかみ @245 

索 引

＞井戸 ⑬ �19, ⑬ �20 

【衣】

＞衣食 ⑫ 76 

＞衣食足って栄辱を知る ぇいじ .l:くをしる

⑥ 139, ⑥ �10 

＞衣食居 ④ 17 

＞衣食住 厘302, ⑪ 182, ⑯ 53 

【衣服】⑦�28, ⑫ 191, ⑬ 106, ⑬ 173, ⑬ 

174 

＞身に応ぜざる衣服 ⑨ �31 

＞服 ⑫142, @286 

＞綿服 ⑦ �44, ⑦ �45 

＞喪服 ⑫ 142, @284, ⑱ �86, ⑯ �87 

＞礼服 ⑫ 108, ⑫ 196 

【衣類】⑦�28, ⑦ �30, ⑬ �07→ 着類

＞衣類の駿奢 ⑦ �26→ 騒奢

＞衣類の善悪 ⑦ �29 

【位】

＞位 ⑪194 

＞位権 ⑯ 43 

【伊】

＞伊沢長秀 ⑮ �O, {/j)JB 

＞伊勢の宮居いせのみやい ⑫ 191 

＞伊勢参り ⑦ �36, @285, ⑰ 109 
＞伊川→程伊川ていいせん

＞伊藤仁斎 @261 

【居】

＞居酒屋 ⑪ �89 

＞居候（食客）いそうろう ⑬ 119. ⑬ 182, 

⑬ �70 

＞居候（食客）の式目 ⑪ 1270 

【茸】

＞茸虚心いきょしん *IH ⑯ 62 

＞茸固いこ *IH {/j)t32 

【異】

＞異見 ③ 184, ③ 1276, ③ 12 77, ⑥ 371, (9, 

210, ⑭ �81 
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＞情見の障碍いけんのさわり ⑮ 328 
＞異国の風体 ②'278 
）「異聞録」 ⑮ 15 
【意】⑬114, ⑬ 116, ⑪ 118 
＞意地の悪き人 ⑧ 34 
〉意馬 ⑪ 118 
【医】⑰191 
＞医の道 ⑧ 52 
〉医は意なり ⑰ 189 
＞今時の医業 ⑰ 188 
＞医師 ⑬'263, ⑬'266→ 藪医
【医者】②'241, ④ 33, ⑧ 52→ 藪医
〉上手の医者 ⑨'227 
＞牽頭医者たいこいしゃ ⑫ 118 
＞良医 ⑰ 190 
許嫁いいなずけ @139 
【言】
＞言い分 ④ 190
〉言うべき事 ③ 92 
【家】③'219
〉家の主 ① 107, ① 124, ① 132, ①

150, ① 153, ① 199, ①'206→ 主、家の
、一人

〉家の娘 ⑦ 98
〉家の掟→掟
〉家の害 ⑫'29
〉家の格式 ⑫ 11
〉家の要 ⑨ 145
〉家の吉凶 @164 
〉家の事 ④ /99
〉家の困窮 ① 311
〉家の仕置 ③'208
〉家の始末 ④ 14→ 始末
〉家の主人 (j) I !JI, ① 156, ⑯ 71→ 

、家の主
＞家の衰微 ⑫ 16, ⑬ 112, ⑬ 177
〉家の盛衰 ① 114, ① 161, ① 216, ④ 

19, @168, 涸75, ⑮ 81, ⑯ 111, ⑯ 
148, @)174,、 ⑰67, ⑰ 117 

＞家の柱礎もゅうそ @175 
）家の長久 @)305, ⑯ 328, ⑰ 10, ⑰ 

71 
〉家の務め ⑯ 142
〉家の鼠 ④'211, ⑨'246, ⑨'274 
〉家の計・はかりごと ①'287 
〉家の破損 ①'267
＞家の破滅 ⑥ 372
〉家の繁栄 ⑧ 331
〉家の繁昌 ③'222
＞家の風 ④ 49, ④ 55 
＞家の風儀 ④ 17
〉家の風俗 ④ 48→ 風俗
＞家の不吉 ⑰ 165
〉家の不浄 ⑯ 165
）家の乱れ ⑨ 61, ⑨ 173
＞家の持ちょう ④ 126 
〉家の本 (1)101 
〉家の汚れ ⑯ 140
〉家の業 —わざ (1)139, ① 141, 笏'259,

⑰'263→ 家業
〉家の禍 ① 141 
＞家を失う ④'21, ⑧'26, ⑭'240 
〉家を興す ⑧'297, ⑫ 10 
〉家を治むる ① 111, ① 111, ① 129, ① 

148, ① 154, ① 172, ① 185, ①'215, ① 
227.、 ①'248, ①'254, ①'265, ⑤ 138, ⑧
239, ⑭'255, ⑭'292, ⑰'26, ⑰'260

〉家を治むる要 ①'266 
＞家を治むる道 ① 321, @173 
＞家を飾る ⑰ 85 
〉家を建てる者 ⑰ 173 
＞家を保つ ① 154, ①'223, ①'264, ① 

272, ①'274, ①'289, ① 309, ① 331, ① 
333, ② 154, ④ 86, ⑥ 102, ⑥ 362, ⑧ 

- 6 -



239, ⑧ �44, ⑨ 46, ⑨ 150, @166, 厘

170, ⑪ 311 

〉家を保つ第一 ⑫ 18

〉家を保つ計 ① 311

〉家を保つ人 ⑫ �6

〉家を保つ法 （良法） ① �24, ① �86 

〉家を保つ道 ① �16, ① �18, ① �20, ①

284, ① �86, ① 332 

〉家を造る (@164 

〉家を潰す ④ �1 

〉家を斉うる ーととのうる ① 128, ⑧ �96, ⑨ 

147 → 修身斉家

〉家を斉え、身を修むる ⑨ �05 → 修身

斉家

＞家を富ます ⑰ 163 

〉家を滅（亡）ぽす ④ 108, (@342 

〉家を持つ ⑥ 317 

〉家を破る ① �73, ① �83, ① �85, ① 

316, 厘�43

〉家亡ぶる基 (@173 

〉家滅亡の基 ⑭ 179 

〉家相続 ⑫ 31, ⑭ �89, ⑭ 310 → 相続

＞家長久 ⑧ 320 

〉家長久の土台 ⑭ 189 

〉家長久の法 ⑱ 194 

〉家長久の基—もとい ⑦ 18 

〉家居 ① 191 

〉家筋 ⑨ �53 

〉家主 ⑯ 111 

＞広き家 ① 331 

＞本の家 ⑦ 89 

いかのぽり → 紙鳶しえん

【怒】⑨331, ⑭ �39 

＞怒り上戸 —じょうご ⑫ 127 

＞私の怒り ⑫ 97 

＞怒りを発し悪口するあっこうする ⑫ 92 

息 ④134 

索 引

【生】

＞生金いきがね ⑫ 40 

＞生治方いきじかた @)109 

威儀を正す ⑨ 366 

棗いく ⑮ 106 

諮公いこう＊イ俎秋戦国 ④ 325, ④ 326 

【詳いさかい】⑬189 

＞奉公人の評い ⑬ 100, ⑬ 169 

【諫】④71, ⑦'289, ⑧ 58, @)222 
＞諫めに順い、過ちを改むるいさめにしf が

い ②'246

＞親の諫め ⑨ 68, ⑨ 174 

【石】

＞石川五右衛門 ⑫ 86 

＞石川丈山—じょうざん ⑯ 93, ⑰ 16, ⑰ 19 

＞石田梅岩（勘平） ⑫ 169 

＞石の上にも三年 ④ 344, ⑬ 134 

畏心 ⑬ 83 

夷斉いせい＊周 ③ 38 

【板】

＞板倉重昌（板倉内膳正）いたくらしけ注さ（な

いぜんのかみ） @)!89 

＞板倉重宗（板倉周防守）いたくらしげむね（す

おうのかみ） @)120, ⑱ 343 

【徒いたずら】

＞徒の悪人 ⑭'271 

＞徒事 ⑤ 32, ⑤ 103 

【-】

＞一月の計は朔日にあり ④ 117 

＞一肝、二運いちきも、にうん ⑤ 207 

＞一元気 ② 247 

＞ 一汁一菜 ③ 41, ⑦ 319 

＞ 一道 ④ 213 

＞一条天皇 ⑱ 48 

＞一定の命数いちじtうのめいすう （か46

＞ー大事の楽しみ ④ 109 

＞一味は伊鼎の甘きに合うことあたわず
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いちみはいていのうまきにあう— ⑥) 311 

＞ ー物あれば一累を添ういちもつあればいちる

いをそう (1)188 

＞ 一門付会いちもんづきあい ③ 1233 

＞ ー文不通いちもんふつぅ ②'54, ⑦ 1261, 

⑫ 132, ⑮ 1234

＞ 一陽来復 ⑥ �'55 

＞ 一粒万倍いちりゅうまんばい ④ 86, ⑤ 61, 

⑤ 87, ⑨ 176 

＞ 一角魚ぃっかくぎょ ⑯ �37 

＞ 一気 ⑪ 1205, ⑪ 1206 

＞ 一九の通い ⑤ 1231 

＞ 一休和尚 ② 30, ⑫ 131, ⑱'205 

＞ 一軒の主 ⑬ 167 

＞ 一三の通いいっさんのかよい ⑤'231 

＞ ー紙半銭 ⑫ 12 

＞ 一寸の虫にも五歩の魂 ⑮ 140 

＞ 一徳を失う ⑯ 188 

＞ 一飯のために命を捨てる ⑭ 136 

＞ 一夫一妻 ⑯ 174 

＞ 一夫一婦 ③ 101 

＞ ー富一貧交情顕る ⑯'205 

【一芸】⑥'238, ⑨'214 

＞ ー芸に心を入れる ⑫ 19 

＞ ー芸に名を得る ④ 368 

＞ ー芸ー事 ④ 369 

【一言】⑨341 

＞ 一言の情 ① 329 

＞ 一言芳談 ⑥ 61 

【一事】

＞ ー事が万事 ⑭'256 

＞ ー事の利に棄つる @)101 

【一時】

＞ 一時の光曜 ⑦ 177 

＞ 一時の主人 ⑨ 36, ⑨ 132 

【一潤】

＞ 一潤の高利 ⑥ 99 

＞ 一潤の富 ⑱ �32 

＞ 一潤の利欲 ⑰ 152 

【一 日】

＞ 一 日の軍法 ⑭ �54, ⑭ �55 

＞ 一 日の計 —はかりごと ④ 76, ⑥ 34, ⑥

108 

＞ 一 日の計は晨にあり ーあしたにあり ④ 117 

【一年】

＞ 一年にて利を見る ⑭ 143 

＞ 一年の軍法 ⑭ �54 

＞ 一年の辛苦 ⑬ �40 

＞ 一年の計 —はかりごと ④ 76, ⑥ 35, ⑥ 

109 

＞ 一年の計は春にあり ④ 117 

【一念】

＞ 一念の悪 ② 18 

＞ 一念の迷い ⑨ �51 

【一分】

＞ 一分の冥加 ③ 77 

＞ 一分の財いちぶんのたから ⑫ 187 

＞ 一分の利 ⑬ 99, @168 

【一文】

＞ ー文惜しみ ⑧ �47 

＞ ー文惜しみの百知らず ④ 371, ④ 

381 

＞ ー文を惜しみて百銭を惜しまず ④ 

381 

【一家】

＞ 一家の主（主人） ⑪ 187, ⑪ 199, ⑪

200 

＞ 一家の気運 ⑪ 111 

＞ 一家の没落 ⑪ 322 

＞ 一家を興す法 ⑪ 155 

＞ 一家を治むる ⑧ �84, ⑰ �47 

＞ 一家を保つ ⑪ 111 

＞ 一家を斉う一ととのぅ ⑪ 177 

＞ 一家滅亡 ⑭ 181 
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＞ 一家和睦 ⑧'299 

【 一生】
＞ 一生の仇敵—あだかたき ④ 131 

＞ 一生の苦しみ ⑨ 34, ⑨ 130 

＞ 一生の定規 ⑥'25, ⑥ 117 

＞ 一生の生業 —すぎわい ⑨ 39, ⑨ 135 

＞ 一生の宝は勤めにあり ④ 117 

＞ 一生の楽しみ ④'214 

＞ 一生の徳 ⑫ 46 

＞ 一生の計—はかりごと ⑨ 38, ⑨ 134, ⑱ 
13 

＞ 一生の計は少年にあり ーしょうねん（わかきと
き）にあり ④ 117 

＞ 一生貧乏→ 貧乏

【 一心】⑨'219, ⑨ 361, ⑱ 19 
＞ 一心に勤行をなす—ごんぎょうをなす ⑥

239 

＞ 一心の誠 ① 91, ① 94, ① 95 

＞ 一心の守り ⑫ 85 
＞ 一心家業に凝る人 ⑥'244 
＞ 一心自慢 ② 54 

＞ 一心大丈夫 ⑥'241 

＞ 一心不乱 ④ 361, @)302 

【一銭】⑤77, ⑤ 87 

＞ 一銭を養う道 ④ 341 
【 ー朝】
＞ ー朝の怒り ⑪ 195 
＞ ー朝の変 ⑯ 332 
喧によりて食を捨つるいつによりて— 厘

185→ U登せて食を捨つるむせて 一

逸を以て労を待つ術いつをもって— @)30 
厳島明神いつくしまみょうじん ⑧'271 
侠楽いつら< @186 
【偽】厘）'244, ⑭'237 

＞偽りを言う ⑨ 77, ⑨ 183, ⑬ 136 
＞偽りを教ゆる 厘）'245
＞偽りなき ⑭ 189 

索 引

＞偽り申す ⑨ 57, ⑨ 161 
【糸】

＞糸の尻を結ぶ ⑨ �8, ⑨ 53, ⑨ 122, ⑨ 
157 

＞糸針屋 ⑪ �90 

【営】⑨�95 

＞活業の定法いとなみのじょうほう ⑬ 1231 

【暇】

＞暇を乞ういとまをこぅ ⑬ 158, ⑬ 161, ⑬ 

201, ⑪ �09 
＞暇乞い ④ 54 

猜頓いとん *ff秋戦国 ⑱ �22, ⑯ �23→ 

陶朱猜頓の富とうしゅいとんの—

田舎媚びいなかこび ⑨ 1254 
古の人いにしえの— ⑭ 97 

犬の子を育てる ⑭ 317 

【稲】③86, ③ 87, ⑰ 128 
＞稲は柳に生ず ⑤ 305 
＞稲荷明神 ⑰ 124 

【命】⑪162→ 命めい

＞命有りての楽しみ ③ 103 
＞命の綱 ⑭ 186 

＞命の根 ⑰ 128, ⑰ 129 

＞命の肱 ③ 88, ③ 89 

【位牌】②132, ② 191, ② �99, ⑰ 196, ([!) 
221 

＞位牌所 ⑰ 1217 

＞位牌棚 ⑰ 1216 
遺物 @271, @272, @273 

【今】
＞「今川手習状」 ⑨ �67 
＞今川義元 ⑤ �01, ⑮ 50 
＞今の世上 ⑤ 147 

＞今の人 ⑪ 127 
＞今の世の人 ① 72 

＞今を慎む ① �37 
＞今時の者 ⑰ 111 
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緯（謀）いみな（おくりな） ② 181, ② 182, ⑯ 

273, ⑰'221→ i盆号おくりごう

妹背 ②'210, ②'211 

鋳物師 ⑪'249 

【入】

＞入婿いりむこ 慇）137 

＞入る事を量（計）りて、出ず事（出ずる）を

考える ①'230, ①'231, ④ 73, ⑪ 304 

＞入るを知り（知って）出るを量る ⑯ 

104, ⑯ 333 

＞入るを量る ② 60, ② 75 

【入用（入費）】⑧123, ⑧ 124, @181 

＞入用の筋合 ⑫ 41 

＞入用の道具→ 道具

〉家内の入用 ④ 188 

＞諸入用 ⑥ 45, ⑥ 123 

＞常に入用の物 ④ 136 

＞人間一代油元結入用 ⑤'23, ⑤ 89 

＞人間一代酒入用 ⑤ 19, ⑤ 83 

＞人間一代煙草入用 ⑤'21, ⑤ 85, ⑤ 

142 

【色】⑦110, @)309, @)310, @)319, ⑪ 

316, ⑫'256 

＞色がましき事 ⑦ 105, ⑦ 107, ⑬ 151, ⑬ 

159, ⑬ 178, ⑬'206, ⑪'207 

＞色がましき体 ⑦ 84 

＞色男貧乏神の土産子（氏子）なり —びん

ぽうがみのうじこなり @136 

＞色事 ⑦ 82 

＞花街いろざと ⑬ 117 

＞色咄 ⑬'203 

伶鷹いろ @286 

いろは歌 ⑫ 171 

【岩】

＞岩井屋算術 ⑤ 309 

＞岩田帯（鎮帯） @132 

【因】

＞因縁 ④ 167, ⑪ 317→ 縁

＞宿業因縁しゅくごういんねん ⑪ 317 

【因果】⑨358, ⑬ �33 

＞因果の義 ② �37 

＞因果の道理→ 道理

＞因果のめぐり ⑭ 142 

＞因果業報の理いんがごうほうのことわり ⑪ 
295 

＞因果観面いんがてきめん ⑫ �93 

【陰】

＞陰に入る ⑥ 165 

＞陰禍 ⑨ 72, ⑨ 178

＞陰気 ② 114, ⑤ �90

＞陰行（隠行）いんこぅ ⑪ �30 

＞陰柔 ① 165

＞陰所 ② �51, ② �53

【陰隣いんしつ】③6, ⑨ 9, ⑧ 194, ⑨ 99 

＞ 「陰隣文」いんしつぶん ⑧ 187, ⑧ 193, 

⑧ 194, ⑧ 197, ⑧ 198, @)275 

＞ 「陰隣文疏証」いんしつぶんしょしょぅ ⑧ 198 

＞ 「陰隙録」いんしつろく ⑪ 4, ⑪ 49, ⑯ 

261 

【陰徳（隠徳）】①117, ① 119, ① �39, ② 

173, ④ 52, ⑤ 96, ⑤ 97, ⑦ 177, ⑦ 

180, ⑧ 331, ⑨ �2, ⑨ 70, ⑨ 72, ⑨ 

82, ⑨ 121, ⑨ 138, ⑨ 178, ⑨ 188, ⑪ 

50, ⑪ 51, ⑫ �05, ⑪ 46, ⑬ 47, ⑬ 50, ⑪ 

58, ⑪ 59, ⑭ 143, ⑭ 172, ⑯ 88, @) 

90, ⑯ 142, @)247, ⑯ �51, @)252, @) 

257, ⑯'258, @)259, @)260, @)264, @) 

267, @)271, @)294, ⑥'296, ⑱ 301, @) 

302, @)303, @)304, ⑰ 39, ⑰ 40, ⑰ 

98, ⑰ 166, ⑰ 112, ⑰ 175, ⑰ 273, ⑰ 

274 

＞陰徳の余慶 ⑬ 54 

＞陰徳を積む ⑪ 321 

＞陰徳あれば陽報あり（陰徳ある者は陽報
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あり） ⑪ 47, ⑱ 93, @254 
〉「陰徳丸」 ⑨ 82, ⑨ 188 
【陰陽】@104
〉陰陽に背く ⑨ 39, ⑨ 135 
〉陰陽の神徳 ② �08 

＞陰陽の理 ⑥ 144

＞陰陽合体の徳 ⑭ 169 

／・ 陰陽五行 ② 146, ② �79, ⑥ 143, ⑥
219, ⑥ �50

〉陰陽消長 厘87

＞陰陽動静 ② �59

〉陰陽八卦 ⑪ �05

＞陰陽和合 ③ 139→ 和合
＞陰陽和順 @2 72 

【淫・姪】
＞淫祀いんし ⑪ �1 

l淫事 ⑧ �27

＞淫辞 ⑱ 1231

〉淫酒 ⑫ �72

＞淫声（姪声） ⑯ 128, ⑯ 134, ⑯ 192

＞姪乱（淫乱） ③ 10 7, ([j) 148, ([j) 186, ⑰
120 

＞淫乱不道の媒いんらんぶどうのなかだち ②） 

139 

【飲】
＞飲酒 ⑰ 198, ⑰ �68 

＞飲酒の戒め ② �17 
＞飲酒戒ぉんじゅかい ⑰ 106 

【飲食】③101, ⑦ 38, ⑧ 148 

＞飲食色いんしいしき ③ 7, ③ 16, ③ �2, 

③ 35 

＞飲食の欲 ③ 95 

＞飲食を貪る者 ⑫ 119 

【韻】
＞ 「韻鏡」いんきょぅ ② 145 

＞韻語 ② �84, ②'285, ② 1286 
隠悪 ⑫'206 

索 引

【隠居J③ii31, ⑨ ii49, ⑬ 321, (I]) 192 
＞隠居の道 ③ 173 

＞隠居屋 ⑧ 50 

慇懃 ② 9, ⑨ 56, ⑨ 160, ⑬ ii31 
院号 ② 181 
手子文ぃんしぶん * ,t-,; 秋戦lh/ ⑪ 127 
音物いんもっ @)283 

［う］

【有】
／有財餓鬼ぅざいがき ④ 362, @)141, ⑫ 

22, ⑬ 104, ⑬ 171, ⑭ 140→ 餓鬼
＞有情 ① 19, ② 1280 

〉有道の人うどうの— ⑦ 162

【有卦】②121 

＞有卦無卦うけむけ ② 120 
【有徳】①31, ① 58, ① 64, ① 69, ① 78 

③ 1222 

＞有徳の禅者 ⑧ 18 

＞有徳の身 ④ 328 

〉有徳人（有徳の人、有徳なる人、有徳
者） ②88, ③'236, ④ 182, ⑧ 100, ⑧ 
135, ⑪ 40, ⑭ 136 

【上】
〉上のお陰 @349 

〉上の掟→掟

＞上の好む所、下是を習う ⑧'240 

＞上の法度 @16, ⑮ 96 

＞上見れば及ばぬ事ぞ多かりき、笠着て暮
らせ己が心に @120, ⑧ 152 

＞上見れば望みばかりの身なれども、我ほ
どもなき人もこそあれ ② 33 

＞上を諫め、下を制する ③ 47, ⑨ 14, (fl 
106 

〉上を見る ⑨'28, ⑨ 122 

）上ざまの人 ⑧ 151 
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＞上杉謙信 ⑯ 198 

＞上山六郎左衛門 ⑧ 121 

【植】
＞植えて見よ花の育たぬ里もなし、心から

こそ身は賤しけれ ⑭ 176 

＞植え時 ⑤ i;99 

【魚】
＞「魚鑑」 @)337 

＞魚心あれば水心 ⑯ 193 

馬王ぅおう＊以 ④ i;59, ⑦ 153, ⑧ 314, 

@)108, 厘）i;62, ⑪ 195→ 大馬

うかうかと暮らす→暮らす

宇賀神うがじん ⑰ 126 

【浮】
＞浮かべる雲 @)69 

＞浮かれ女ぅかれめ ⑨ 348 

＞浮雲 ⑥ 315 

＞浮気者 ⑦ i;31 

【浮世】①42, ① 45, ① 61, ① 12, ① 11, 

① 80, ① 81, ① 91, ⑨ i; 1, ⑨ 31, ⑨ 

115, ⑨ 125, ⑭ 170 

＞浮世の人心 ⑭ 322 

＞浮世の人（浮世人） ① 62, ① 88, ② 

163 

鶯 ②i;26 

【請】
＞請状 ⑬ i;10 

＞請人 ⑫ 1243 

＞請判 ⑨ 31, ⑨ 125 

【氏】
＞氏無くて玉の輿ぅじなくしてたまのこし ⑦） 

106 

＞氏より育ち ⑦ 99, @)153 

＞氏筋 ② 150 

「宇治拾遺物語」 ② 80, ② 82 
【後】

〉後帯 ④ 135 

〉後指を指す ⑭'297 

【薄】

＞薄着 ③ 119 

＞薄き氷を踏む ⑨ 95 

＞薄口銭うすごうせん ⑫'269, ⑫'270, ⑫ 

284 

【嘘（虚言）】⑬'209, ⑬'299, ⑰ 35, ⑰ 36 
＞嘘（迂詐）を言えば盗人となる ⑰ 35 

＞嘘八百 ⑪ 154, ⑬'204 

【歌】②'202

＞歌かるた ⑥ 102 

謡 ②135, ⑨ 61, ⑨ 173 

【内】
＞内兜（内甲）を見られるぅちかぶと ③ 

143, ⑭'296 

＞内端（内幅）うちば ③ 197, ③'279, ④ 

75, ⑦ 13, ⑦ 44, ⑧ 302, ⑧ 321, @) 

94, @)273, 厘'297, 厘312, ⑪ 307 

＞内娘 ⑬ 124, ⑬ 186 

【打】
＞打込銭うちこみぜに ⑥'23, ⑥ 85 
＞打出の小槌うちでのこづち ②'24 

迂直の計うちょくのけい ⑯ 33 

訴え ① 173 
「尉錬子」うつりょうし 厘57

映るとも月も思わず映すとも、水も思わぬ広
沢の池 ⑭ 192 

器次第に用ゆるぅつわしだいに ⑪ 190 
干定国（干公）うていこく* 11環 ⑧'201, ⑧ 

202, ⑧'205, ⑧'206, @)258 

疎きを憎み、親しきを贔＜うときをにくみ、したし

きをひ< @78, @)184 

鰻屋 ⑪'287 

【乳母】⑬140, {[])149, ⑬ 151, ⑬ 153, 

⑬ 154, ⑬ 191, ⑬ 195, ⑬'202

＞乳母の鑑 ⑬ 152 

＞乳母の式目 ⑪ 141, ⑬'200 
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＞下卑たる乳母 ⑬ iio4 

＞乳母奉公 ⑬ 141, ⑬ 151, ⑪ iioo, ⑬ 

202 

産土神（産砂神）うぶすながみ ⑫ 147 

旨い物喰うて油断する ⑱ 161 

石女ぅまずめ @140 

【生】

＞生まれ子の次第次第に智恵づきて、仏

に遠く成るぞ悲しき ⑤ iiB, ⑤ 99 

＞生まれたる時の心 ⑭ 170

＞生まれつき ③ 100 

＞生まれつきの正直 ⑤ 35, ⑤ 108

＞生まれつきの本心 ⑤ 35, ⑤ 108

＞生みの親 ⑭ 178 

馬を洗う ⑰ 113 

績紡（紡績）うみつむぎ ⑫ iis1, ⑰ ii63

【占い】②170 

＞占いの道 狐99

【孟蘭盆（宇蘭盆）うらぽん】②131, ⑰ 

192, ⑰ 193, ⑰ 195→ 盆

＞孟蘭盆経ぅらぽんきょう ⑰ 194 

【恨】⑧129 

＞怨みの府 ⑧ 98 

＞人の恨み・怒り ① iiss 

【売】

＞売の字（売という字） ⑤ 193, ⑧ iios, ⑪ 

105 

＞売り余る ④ 125 

＞売家と唐様に書く三代目 ⑰ 81 

＞売掛 ④ 195 

＞売難き所 @)97 

＞売殺し ③ ii14 

＞売殺す ③ ii1s 

＞売り商人 厘303

＞売繋ぎ @)26 

＞売手（売人）の善悪ぅりてのよしあし ⑬ 338 

＞売りならす 厘ii1

索 引

＞売増 @35 

＞売物 ④ 123, ⑬ �32 

瓜の弦に茄子は成らぬぅりのつるになすぴはなら

ぬ ②57 

【憂】⑦�08, ⑧ 104→ 憂

＞火難の憂い ⑬ �13, ⑬ ri35 

＞傾覆の憂い ⑦ �08 

〉死後の憂い ⑭ 171 

〉後の憂い ① 322 

＞憂いを救う→ 救い

狼狽者うろたえもの @309 

【雨露】

＞雨露の恩 ⑤ 59 

＞雨露の恵 ③ 5, ③ 58, ④ 87, ⑨ 17, ⑨ 

111 

【運】⑥�43, ⑥ �45 

＞運の厚薄 ⑫9 

〉運不運 @42 

〉運を除けて思慮する ⑥ �44 

〉運次第 ⑥ �42 

〉運気 (!])19 

＞「運気考」 厘118

〉高運 ⑰ 44 

ウンカ（浮塵子） ⑤ �95

雲谷禅師 ⑬ 9, ⑬ �1

［え］

【稼】

＞穣多ぇた ⑬ 153, ⑬ �04 

＞稼物ぇぶっ ② �51, ② �53 

＞汚稼ぉぇ（けがれ） ⑱ �2 

【栄】

＞栄花とは栄ゆる花を聞くなれば、十分咲

けば後は散るなり ⑭ �20 

【栄辱ぇいじょく】

＞栄辱を知る ⑯ 171 
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＞衣食足って栄辱を知る→ 衣食
【栄耀（映耀）えいよう（えよう）】 ③ 101, ③ 

119, ④ 329, ⑦ �5, ⑦ 38, ⑦ �10, ⑧ 

103, ⑧ 118, ⑨ 14, ⑨ �1, ⑨ 106, ⑨ 

115, @)312, ⑫ 174, ⑫ 111, ⑫ 193, ⑫ 

195, ⑫ 199, ⑫ �19, ⑫ �23, ⑫ �58, ⑫ 

285, ⑫ �81, ⑫ �98, ⑬ 170, ⑬ 182 

＞栄耀の奢り ③ 147 

＞栄耀喰い ⑬ 136, ⑬ 192 

鋭気を養う術 厘�9

嬰児の心 ⑮ 139 

影像 ② �95, ② �96, ② �98, ② �99 

永平寺 ⑰ �2 

英雄 慇�61

巌利ぇいり ⑯ 68, ⑯ 70 

【易】①�52, ② 16, ② 51, ② 122, ② 
236, ③ 85, ③ 91, ⑥ 354, ⑧ 163, ⑨ 

70, @)32, @) 101, @)268, ⑬ 16, ⑬ 

38, ⑪ 41, ⑭ 79, ⑯ 325, @)102 

＞易の字 @)100 

＞易は活物なり @)100 

＞「易経」 ⑧ 309, @)35, ⑱ 62, ⑯ 122, @ 

232 

＞易象 ⑭8 

疫痕えきれい ⑱ �76 

依枯贔贋 ② 103, ③ 04, ⑤ �15, ⑬ 
100, ⑬ 169 

越王匂践えつおうこうせん ⑧'256, ⑧'264, 

⑪ 129, ⑯ 31, ⑯ 136

干支えと ②'212 

「淮南子」えなんじ（わいなんじ） ②）'242, ② 
260, 僅）159, ⑱'226 

榎本其角→ 宝井其角

【蛭子（恵比寿）えびす】⑪ip11, ⑱ 114 
→ 蛭子の神ひるこのかみ

＞蛭子の賛 ⑪ 142 

＞恵比須講 ⑪'271 

＞夷神えびすじん ⑰6 

【円】
＞円覚えんが< @)54 

＞円覚経 @32 

＞ 「円珠庵雑記」えんじゅあんざっき @156 

＞円珠経 ⑰ 54 

＞円爾ぇんに →聖一国師しょういちこくし

【延】
＞延翰 ⑰ 75 

＞ 「延喜式」えんぎしき ② 123, ⑰ .J 1 

）延喜の帝えんぎのみかど ⑥ 346 

〉「延命養生円」 ⑧'282 

［遠】
＞遠藤盛遠ぇんどうもりとお ⑯ 144 
【遠慮】①'298, ③'258, ⑯ 31, @282 

→ 遠き慮り

＞遠慮の大事 ⑰ 166 

＞遠慮なき人 (/)315 

【縁】→因縁
＞縁の切目 ⑭ �14 

＞縁女 @)137 

＞縁付き ③ 1J2 

＞相互いに縁談す ⑭'273 
＞熟縁 ⑥ 383 

＞男女の縁 ⑦ 3S6 
〉内縁の荘りないえんのかざり ⑦ 165 
＞夫婦の縁 ⑦ 357 

＞不縁 ⑥ 382, ⑥ 383 

＞離縁 ⑬'248 

鴛驚ぇんおう ⑰ 72 
「淵鑑類函」えんかんるいかん ⑰ 44 
猿狼の月ぇんこうのつき @)69 
塩冶判官（塩冶高貞）えんやはんがん(-たかさ

たり ⑧ 111, ⑭ 123 

哀了凡（哀黄）えんり Lうぽん（えんこう） *'リl ⑬ 

4⑬ 6, ⑪ 9, ⑬ 10, ⑬ 14, ⑬ 43, ⑪ 89 
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［お］

【小】
＞「小笠原百箇条」 ⑫ 120 
＞小田原評定 ⑯ �21 

【御】
＞御家流 ⑫ 49 
＞御上（お公）の仁沢おかみのじんたく ⑫ 

267 
＞御目見（得）おめみぇ ② 134, ③ 70 
【老】
＞老いの果報 ③ 37 

＞老いの冥加 ③ 37 
＞老いを楽しむ ⑰ �54 

＞老いを任す ⑰ �54 

＞老いる ⑨ 359 
＞老いては子に従う ⑬ �47 
＞老僻みおいひがみ ⑬ �47 

【王】
＞王義之＊束背 ② �86 

〉王凝 ① 130 

〉王広道＊金 (/])300 
＞王参政伯 ⑯ �42 

＞王守― *IH ② 154, ⑨ 45, ⑨ 46, ⑨
149, ⑨ 150 

＞王祥＊和'� ⑬ 30, ⑰ 47 

＞王昭君*tif校 ⑯ 348 

〉王少玄*'、1t (/])211 

〉王戟ぉうせん ＊於 ⑱ 44, 厘45

＞王孫買ぉうそんか *.fサ秋戦 Its! @)167 

＞王芥ぉうもう＊新 ④ �60 

【応】
＞応神天皇 厘181, (/])92 
＞応対 ⑥ 373 
＞応答→ 応答あしらい

＞応仁の乱 ⑰ 69 

索 引

【応変】⑯310, ⑯ 311, ⑮ 313, ⑯ 324, ⑮ 
342 

＞応変の至極 ⑯ 330 
＞応変の道 ⑯ 318, ⑯ 324, ⑮ 338 
＞応変の妙用 ⑱ 325 
＞応変自在 ⑯ 342 

【往】
＞往還の道 ⑧'229 
＞往来の人 ⑬ 246 
＞往来仲衆ぉうらいなかしゅぅ ④ 234 

【黄】
＞黄金→ 黄金こがね

＞黄槃ぉうばく ⑯ 91 

【横】
＞横着の心 ⑬ 273 

＞横着者 ⑧ 19 

〉横領 ⑬ 241 

扇折職ぉぅぎおり ⑪ 253 

魏鵡ぉうむ ⑭ 109, ⑭ 111 

欧陽修（欧陽公）おうようしゅう＊北 ‘木� ②

287, ⑰ 125 

【大】
〉大石良雄（義雄・内蔵助）おおいしよしお（＜

らのすけ） 吸）35, @)36, 0り252

〉大内義隆 ⑰ 345 

〉大沢四郎右衛門 @176 
〉大損→【損 l
〉大茶の湯（北野） ⑫ 132 
〉大面（大頬）おわづら ⑬'231 
〉大友宗麟（義鎮）おおともそうりん（よししげ）

⑬ 98, ⑰ 345 

〉大鳥取らんより小鳥を取れ ⑰ 156 
〉大野仁兵衛おお0)にひょうえ 慇221

〉大引安値仕舞いおおびけやすねじよい 5

233 
〉大水 ⑤ 298 
〉大晦日 ⑥ 36, ⑥ 110 
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／・ 大晦日迄の工夫 ⑥ 35, ⑥ 109

〉大様おおよぅ ⑭'275 

多く蔵むれば厚く失うぉおくおさむれば— ① 
231, ①'252 

太田道灌 ②'268 

【拝む】②133 

〉神明・日月を拝む ② 134 

〉天を拝む ② 133 

起丑おきうし ⑥ 191 

【掟】

＞掟を守る ⑫'210 

〉家の掟 ⑭ 182, ⑰'250 

＞上の掟 ⑫'217 

＞奢りを禁むる掟 ⑦'237 

〉家業の掟 ⑦'28 

＞公儀の掟 ②'20, ④ 86 

【臆】

〉臆する ⑨'244 

【臆病】⑦308, ⑪ 43, ⑪ 58 

＞臆病神（怯弱神） ⑬ 85 

＞臆病者 ⑭ 181 

晩稲ぉくて ⑤ 288 

論号ぉくりごぅ ② 181→ 緯いみな

贈物（送物） ① 326, ① 321, ① 328 

【桶】

＞桶狭間の合戦 ⑰ 50 

＞桶屋 ⑪'261 

【怠】⑥20, ⑥ 49, ⑥ 82, ⑥ 127→ 怠

＞怠りの種 ⑪ 320 

【奢・移・傲・騒】 ① 333, ② 9, ② 14, ② 

40, ② 123, ② 163, ③'28, ③ 95, ③ 

98, ③ 173, ③ 174, ③'279, ③'289, ④ 

21, ④ 60, ④ 66, ④ 72, ④'264, ④ 

300, ④ 309, ④ 312, ④ 341, ⑤ 32, ⑤ 

53, ⑤ 62, ⑤ 103, ⑤ 131, ⑦'221, ⑦ 

230, ⑦'232, ⑧ 39, ⑧ 40, ⑧ 50, ⑧ 

129, ⑧'297, ⑨ 51, ⑨ 17, ⑨ 155, ⑨ 

165, ⑨ 183, @)248, 顛1249, @)293, 狐

319, ⑪ 318, ⑫ 120, ⑫ 28, ⑫ 29, ⑫ 

177, ⑫ 199, ⑫ 223, ⑫ 258, ⑫ 259, ⑫ 

287, ⑬ 332, ⑭ 171, ⑭ 231, ⑯ 201, @ 

272, ⑰ 102, ⑰ 109, ⑰ 270 

＞奢りを禁むる掟→ 掟

＞奢りを教ゆる ① 108 

＞古の奢りいにしえの— ② 122 

＞奢りて恣なる人ぉごりてほしいままなる— ① 
320 

＞騒りの心 ⑭ 184 

＞奢り者 ④ 307 

＞奢る ⑫ 181, ⑫ 227 

＞奢る心 ④ 55 

＞奢るは身を破る種 ⑬ 249 

＞奢る者は久しからず ② 14, ② 45, @) 

268, ⑭ 185 

＞奢れる人 ⑨ 40, ⑨ 136 

幼き時の心 ⑰ 183 

【治】

〉治まる御代 ⑬ 129, ⑰ 270→ 太平の

御代、閉ざさぬ御代

＞治める @11 

【教】⑰188 

〉教えざる罪 @)243 

〉教えの道 ④ 175 

〉教え導く ⑪ 188 

〉教えを学ぶ ⑪9 

乙房国益おそぽうくにいま-� ⑱ 138

【恐】

＞恐るる心 ② 90

＞恐れざれば恐れに入る @)313

＞恐れ慎む ⑤ 31, ⑤ 102

織田信長 ② 124, ② 135, ⑤ 201, ⑧

56, @)94, ⑯ 198, @83, ⑮ 176, @178 

【落】

＞落度（越度） ⑨ 222 
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＞落穂（滞穂）を拾う ⑰ 134 

【夫】②'210, ③ 140, ③ 147, ⑨'220, ⑭ 

178, ⑭ 179, ⑭'299, ⑱ 111, ⑰'258, ⑰ 

263, ⑰'264 

＞夫の言いつけ（令） ⑫ 199 

＞夫の家 ⑦ 40, ⑦ 57 

＞夫の怠（憬）り ⑰'261 

＞夫の教え ⑧ 30, @173, ⑰ 74 

＞夫の愚痴・無法 ⑭ 178 

＞夫の心 ③ 177 

＞夫の徳 ①'272 

＞夫の恥を防ぐ ⑬ 112 

＞夫の道 ⑰'261 

＞夫を侮る @140 

＞夫を尻に敷く ⑬ 111, ⑬ 176 

【弟】②'211, ③ 151, ④'23, ⑰'267 

＞弟を憐れむ ⑫'228 

＞弟を慈しむ —いつくしむ ⑰'265 

＞弟を盛り立てる ③ 121 

【男】④13, ⑥ 349, ⑧ 42 

＞男に見ゆる —まみゆる ⑭ 319 

＞男の噂 ⑬ 151, ⑬ 161, ⑬'206, ⑪ 

209 

＞男の善悪よしあし ⑬ 124, ⑬ 152, ⑬ 

186, ⑬'203 

首名おとな ②'213, ⑮ 169 

【鬼】②'23

＞鬼は外 ② 114 

＞悪鬼 ③ 76 

＞掛乞の鬼かけごい砂 ⑤ 104 

＞虚耗の鬼 ⑭ 93, ⑭ 95 

＞節季の鬼 ⑥ 102 

【己】

＞己を修む ⑭'251 

＞己を修め、人を治むる道 ① 184 

＞己を顧みる ⑭ 191 

＞己を責めて人を責むるな ⑭ 190 

索 引

＞己を立てる ⑪ 94 

＞己を慎む ⑭ 305 

＞己を謙る者は人親しむ ⑫ 65 

＞己を利せんと欲すれば人を害なう—ひと

をそこなう @101 

＞己が稼ぎ ⑭ 133 

＞己一分を利す ⑪ 125 

＞己一人のカ (/§)208, ⑯'210 

【思】

＞思入れ ⑥'229, ⑥'239, ⑥'243, ⑥ 

249, 厘95

＞思入商いおもいいれー→ 商い

＞思入救い ⑤'218, ⑤'222 

＞思付定まるおもいつきさだまる ⑤'249 

＞思いやる (/§)260 

＞思惑 ⑤'215, ⑤'216, ⑤'226, ⑤'248, ⑤ 

250, ⑫'292 

＞思惑なき商い→ 商い

面の色 ④ 134 

表向 ⑬ 191 

重りになる人おもりに— ⑫ 22 

【親】③121, ③ 123, ③ 193, ⑥ 16, ⑥ 

78, ⑧'24, ⑧'2 7, ⑰ 184, ⑰'252 

＞親を敬い心を安くする ⑨'289 

＞親を祭る ⑱ 172

＞親を養う ①'221, ③ 175, ④'20,、か54

＞親に従う ⑨'235

＞親に背く ⑨'271, ⑰ 56

＞親の過ち (/ff) 18, ⑰ 184 

＞親の異見 狐'252

＞親の教え ⑭ 174

＞親の恩愛 ⑧ 148→ 恩

＞親の心 ⑧'23, ④ 50, ⑨'288, ⑰'257 

＞親の心侭—こころまま ⑰'253 

＞親の躾→躾

＞親の仕似せ ⑦ 84, ⑦ 85 

＞親の慈悲 ⑥ 332, ⑭ 101 
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＞親の育て（育て方·育て柄・養育） ⑨ 

65, ⑨ 68, ⑨ 171, ⑨ 174, ⑨ 311, ⑫ 

81, ⑫ 88, ⑭ 175 

＞親の恥 ⑭ 317 

＞親の本意 ⑨'237 

＞親の道（親たる道） ⑱ 153, ⑰'253 

＞親の身持ち→身持ち

＞親の物 ⑦ 85 

＞親の譲り ⑧'26, ⑧'2 7, ⑧'260, ([g) 

288 → 譲り

）親は苦労し、子は楽し、孫は乞食する

③'254, ⑦'20

）親・兄弟の顔を汚す ⑬ 128, ⑬ 188 

＞今時の親 ⑱ 197 

）真実の親 ⑦ 89, ⑭ 178 

）実の親まことのおや ⑭ 106 

＞親々の行い 厘）'258

）親孝行→ 孝行

＞親先祖の功業 ② 73 

【愚か】

＞愚かなれば人を恨みやすし ① 205 

＞愚なる人→愚人

【恩】④69, ④ 74, ⑦ 270, ⑪ 29, ⑪ 40 

→ 厚恩、高恩、報恩

＞恩に着せる ③ 262 

＞恩にて報ず ⑭ 279 

＞恩を知る ⑧ 243 

＞恩を報ず ④ 98, ⑨ 211 

＞恩を施す ③ 262, @)34 7 

＞恩を忘るる ① 196, ⑨ 83, ⑨ 189 

＞恩商い→ 商い

＞恩威 ⑯ 133

＞恩義 ⑧ 120, ⑱ 41, @)84, ⑱ 335, ⑰

125 

＞恩賞 ⑭ 183

＞恩知らず ③ 65 

＞恩沢 ④ 168

＞恩徳 ⑭ 133

【親方】⑫t/9, ⑫'245, ⑬ 131, ⑬ 135, ⑪ 〉生みの恩 ⑦ 89 

139, ⑬ 189, ⑪ 194, ⑬'208, @335 

）親方を撰ぶ ⑦ 78 

）親方の恩→恩

）親方の家内 ⑦ 108 

【親子】③76 

＞親子の喧嘩 ④ 175→ 喧嘩

／ 親子の情 ⑬'254 

【親里】⑦108, ⑦ 109, @306, ⑰'264 

＞親里の身代（身体） ⑦ 40 

売女ぉゃょ ⑨ 318 

【阿蘭陀】

＞阿蘭陀学文おらんにがくもん ⑪'268 

＞阿蘭陀言葉 ⑬'266 

＞紅毛人おらんだじん ②）'261, ②）'262, ⑫） 

283 

ノ阿蘭陀船 ([g)t6

織縫 ⑰'263

＞親の恩（大恩） ⑨ 288, ⑪ 89, ⑬ 78, ⑰ 

55 

〉親方の恩 ⑥ 324 

＞君の恩 ⑪ 25 

＞五行の恩 ③ 60 

〉旧恩 (/})335, @)336 

＞救危の恩 ⑱ 52 

）国慇（国の恩） ⑫ 173, ⑫ 184, ⑫ 

210, ⑫ 241, ⑫ 243, ⑫ 267, ⑫ 270, ⑫ 

273, ⑭ 132, ⑮ 45 

＞四恩 ⑧ 217 

＞師の恩（師恩） ③ 71, ⑧ 53 

〉主君の厚恩（大恩） ④ 73, ⑨ 273 

）主人の恩 ⑪ 89 

＞小恩 ④ 60 

＞先祖の恩（厚恩・大恩） ⑪ 20, ⑫ 9, (l.、

25, ⑭ 133, ⑰ 222 
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＞大恩 ④ 98, ⑨ 13, ⑨'20, ⑨ 105, ⑨ 

114 

＞天恩 ⑱'210, @213 

＞天下国家の恩 ⑨ 7, ⑨ 97 

＞天地の恩 ①'237, ③ 57, ④ 8 7, ⑤ 
263, ⑨ 11, ⑨ 111, ⑰ 180 

＞父母の恩（大恩） ⑨'220, ⑨'281, ⑨ 

288, @45, ⑯'290 

＞養育の恩 ⑫ 89 

【温】

＞温・良・恭・謙・譲 ⑧ 14, ⑧ 15 

＞温潤 ⑫ 92 

【音曲】②135 

＞音曲の芸者 ② 35 

【女】③180, ④ 13, ④ 197, ④ 198, ⑥ 

350, ⑦ 39, ⑧ 42, ⑧ 44, ⑨ 374, ⑪ 

231, ⑪'291, ⑭ 179, ⑭'270, ⑭'274, @ 

75, @173, ⑰'260, ⑰'262 

＞女の浅ましさ ⑭'297 

＞女の鑑 ⑦ 54

＞女の愚痴 ⑧ 31 

＞女の芸 ⑦ 97

＞女の主人 ⑬ 160, ⑬ 162 

＞女の性 ⑧ 30

＞女の長舌 ⑦ 53 

＞女の守るべき道 ⑭ 318 

＞女の道 ⑭ 128, ⑭ 178, ⑭'297, ⑭

299, ⑭ 317, ⑭ 320, @t 73, ⑰'265 

＞女は外面如菩薩、内心如夜叉 —げめんに

ょぽさつ 、 ないしんによやしゃ ⑥） 379 

＞女は一月四十五日 ⑰ 171 

＞女は便所を洒審すれば良き子を生む

⑱'277

＞今時の女 @143 

〉大人しき女 ⑦ 109 

＞心美しき女 ⑭'271 

〉近頃の女 ⑭ 178 

索 引

＞慎み深き女 ⑫ 127 

＞当世の女 ⑭ 315 

＞養い難き女 ⑥ 380→女＋と小）、 ,4

い難し

＞婦の色に迷うおんなのいな ⑨ 77, t}j) 

183 

〉女太夫 ⑬'231 

＞女奉公人 ⑦ 99, ⑦ 110 

＞「女大学」 ⑬ 122, ⑬ 184 

【陰陽】

＞陰陽家 ② 114 

＞陰陽師 ② 106 

＞陰陽師身の上知らず ② 104 

［か］

【下】

＞ 「下学集」かがくしゅう (!])29, ⑰ 194 

＞下愚 ③ 159, ⑪ 3, ⑪ 4, ⑯'28, <!]29, 

⑰ 148 

＞下情上に通ず ① 185 

＞下通の人 ⑨'241 

＞下聞 ③ 47

〉下民 ②'230, ③ 51, ⑧ 136

【火】

〉火気 ⑪'212

〉火災 ① 116, ②'222, ③'280, ⑫'229, ⑬

212, ⑬'213, ⑬'221 

＞火山旅かざんりょ ⑭ 70 

＞火水未済かすいびせい ⑭ 77 

＞火勢 ⑬'216, ⑬'217 

〉火葬 ② 165 

＞火宅瞭かたくけぃ ⑭ 53 

＞火地晋かちしん ⑭ 50 

＞火天大有かてんたいゆぅ ⑭ 30 

＞火風鼎 ⑭ 65 

＞火雷暖喘からいぜいこぅ ⑭ 17 
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【加】

＞加藤清正 ⑪ 180, ⑯'23, ⑰ 8, ⑰ 11 

＞加茂大明神 @42, ⑯ 44 

【何】

＞ 「何晏集解」かあんしゅうかい @245 

＞何梅谷かばいこ< @59 

［華】

＞華美（花美） ① 108, ①'234, ①'282, ⑦ 

230, ⑪ 115, ⑫ 134, ⑫ 177, ⑫ 195, ⑫ 

220, ⑫'259, ⑫'298, ⑪ 116, ⑬ 169, ⑬ 

179, ⑰'220 

＞華麗 ⑰'216

【家】

〉家運 @)166, 笏167

〉家計 ① 177, ①'288, ⑧ 329, @14

＞家産 ①'283, ①'288

〉家事 ① 143, ①'218, ①'267, ①'270, ①

273, ①'287 

＞家政 ⑪ 108, ⑰'281

〉家相者 @164 

＞家族 ⑧ 319

＞家宅 ⑬ 100, ⑪ 169

〉家宅の綺麗（奇麗） ⑰ 162 

〉家庭の教訓 ⑦'221 

〉家風 ① 147, ④'24, ④ 77, ④ 121, ⑫ 

252 

〉家僕 ③ 169, ⑪ 187, ⑰ 15, ⑰ 111 

→ 家憧

〉家僕を使う者 ⑯ 159 

〉家礼 ⑯ 183, ⑰ 188, ⑰ 196 

【家業】①111, ① 129, ① 141, ① 199, ① 

263, ①'264, ①'261, ①'270, ① 308, ② 

97, ② 190, ③ 45, ③ 186, ③'266, ④ 

17, ④ 188, ④ 292, ④ 344, ⑤ 34, ⑤ 

38, ⑤ 107, ⑤ 111, ⑤ 148, ⑤ 194, ⑤ 

236, ⑤'231, ⑥ 30, ⑥ 47, ⑥ 49, ⑥ 

104, ⑥ 125, ⑥ 121, ⑦ 28, ⑦ 36, ⑦ 

235, ⑦'292, ⑦ 363, ⑧ 118, ⑧ 126, ⑧ 

151, ⑧ 300, ⑧ 305, ⑨ 12, ⑨ 104, ⑨ 

296, @) 166, @)250, 厘'264, @)265, @) 

296, 厘301, @)301, ⑫ 11, ⑫ 50, ⑫ 

291, ⑬ 113, ⑫ 115, ⑬ 120, ⑪ 172, ⑬ 

178, ⑬ 183, ⑬'232, ⑬'255, ⑯ 15, ⑯ 

108 

＞家業にもあらぬ事 ⑫ 51 

＞家業の掟→ 掟

〉家業の怠り ⑥ 53, ⑥ 131 

〉家業の元祖 ③ 71 

＞家業の妨げ ⑨ 331, @)180, @)184, ⑫ 

138 

〉家業の道 ⑤ 6, ⑤ 66 

＞家業を失う ⑰ 171 

＞家業を起こす @)169 

＞家業を治むる ⑯ 47, @158 

＞家業を中興する ⑰ 95 

〉家業を（正直に）勤むる ①'263, ⑨ 

110 

＞家業を励む ⑫'245, ⑫'260, ⑫'278 

〉家業を破る ②'22 

＞家業を忘るる ④ 345 

〉家業出精（家業を出精する） ⑤ 112, ⑫ 

154, ⑫'201, ⑭ 192 

＞家業衰微 厘'265

＞家業相続 @)161 

〉家業第一 @)260

〉家業大事（大切） ⑨ 94, ⑭'260 

＞家業繁昌（繁栄） ⑧'293, ⑧ 332, ⑪ 

151, ⑫ 302 

＞家業無精 ⑤ 53, ⑤ 131, ⑫'291 

【家財・貨財】①141, ①'265, ① 322, ② 

22, ⑤ 137 

＞家財の分限 ①'275 

＞貨財かざい（かね） ⑯ 303 

＞貨財に富める人 ⑧ 129 
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＞貨財融通 ⑱ �03 

【家職】①�64, ② 36, ③ 176, ⑨ 34, ⑨ 

130, ⑪ 311, ⑬ �35, @)54 

〉家職の害 ⑥ 43, ⑥ 121 

＞家職の蝦難→ 藁贖難

〉家職の心掛け ③ �55 

＞家職の妨げ ⑨ 32, ⑨ 128 

＞家職を思う ⑨ �4. ⑨ 118 

＞「家職訓」 @)BO 

〉家職世帯方 ⑨ 55, ⑨ 159 

〉家職第一 ⑨ 43, ⑨ 139 

＞「家職要道」 ⑰ �25 

【家道】①141, ⑰ �25 

〉家道は倹にあり→ 民生は勤めにあり、

家道は倹にあり

＞「家道訓」 ③ �88, ⑨ 81, ⑨ 181, ⑪ 

63, ⑰ �6 

【家憧かどう（めしつかり】(!1)112, (!1)113→ 

家僕

〉家憧の心を結ぶ ⑰ 143 

〉家憧の情賓かどうのわるあな ⑰ 147 

【家督】③�13, ③ �25, ④ 46, ⑤ 131, ⑤ 

141, ⑪ 183, ⑭ 312 

＞家督を譲る ⑧ 135 

〉家督を渡す ⑨ i35 

〉家督財宝 ⑧ 175 

〉家督相続 ⑧ 318, ⑬ i5o, ⑬ i61→ 身

上相続、相続

〉家督なき人 ⑤ 5, ⑤ 65 

【家内】①116, ③ 75, ③ 141, ③ 193, ⑦ 

204, ⑪ 160, ⑭ 179, ⑭ �48 

〉家内の食物 ④ 81 

＞家内の法度 ④ 314, ④ 315 

〉家内の人の手本 ③ 171 

〉家内の平日の用心 ① 115 

〉家内の者 ⑦ 31 

＞家内の盗人 ⑫ 90 

索 引

〉家内を治む ⑭ 1274 

＞家内を和睦する ⑱ 71 

＞家内一致 @)312 

＞家内一統 ⑭ 1280

＞家内制詞 ④ 115

〉家内繁昌 ⑱ 140

〉家内無事 ③ 140

＞家内不和 ③ 13, ⑫ 1207

〉家内不和合 ⑤ 61, ⑭ 179→ 不和

合、和合

〉家内和合（家内の和合） ⑨ 147, ⑨ 

148, @)270, ⑭ 137→ 不和合、和合

〉家内和順 ⑫'206, ⑫ 1209 

〉家内和睦 ④ 19 

＞「家内用心集」 ⑨ 81, ⑨ 187 

【家法】①152, ① 164, ① 165, ① 167, ① 

182, ① 181, ①'229, ⑦ 1236, ⑧'294, ⑧ 

307, ⑧ 324, ⑪ 152, ⑪ 153, ⑪ 178, ⑪ 

194, ⑫ 7, ⑯ 183, @188, ⑱ 151 

＞家法を立つる ⑰ 1222 

＞「家法制書」 ⑨ 148 

＞「家方（法）保身丸」 ⑥ 30, ⑥ 53, ⑥ 

104, ⑥ 131 

【家名】

〉家名の長久 ⑪'296 

〉家名相続 ⑪ 82, ⑪ 98→ 家督相続、

相続

〉家名断絶 ⑬'256

＞家名繁昌 ⑬'257

【家門】

〉家門相続 ③ 105→ 家督相続、家名

相続、相続

〉家門の恥辱 ③ 68 

〉家門繁昌の基 ⑭ 310 

【過】

〉過言 ④'25, ⑥ 381, ⑨ 77, ⑨ 183 

〉過美 ② 68 
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〉過美の蝙り ② 60 

〉過不及 ①'221, ① 305, ⑥ 302, ⑥ 

361, ⑦ 10, ⑦ 11, ⑦'26, ⑨'25, ⑨ 

119, ⑪'207 

〉他人の過失 ⑫ 66 

【過分】

〉過分の金銀 ⑧ 154 

）過分の譲り→ 譲り

〉過分の利 ⑤'204 

【禍】

＞禍災 ②'221 

【禍福】①191, ②'231, ④'268, ⑪ 15, ⑬ 

29, ⑬ 90, ⑬'256, ⑰'28 

＞禍福相依る ⑪ 320, ⑪ 322 

＞禍福は天より降るにあらず、自ら招く所

(!1)25 

＞禍福門なし、ただ人の招く所（ただ人自

ら招<) ② 16, ②'228, ⑭ 134 

【買】

＞買誼かぎ *r)環 ① 109, ②'229, ② 

236, @249 

＞買充かじゅう*1't (!1)147 

＞買耽かたん *f, り ⑰ 68 

＞買彪かひょう＊後� @254, (!1)255 

【稼】
＞稼稿かしょく ⑯'243 

＞稼植の熊難→ 罷難

＞稼ぐに追いつく貧乏なし ④ 71, ⑥ 

10, ⑥ 72, ⑨'29, ⑨ 123, ⑭ 143 

＞稼ぐに貧乏追いつかず（動競ぐに貧乏追

い附かず） (!1)68, ⑰8 

＞稼げども貧乏する人 ⑪ 315 

【我】

＞我を折る ⑫ 96 

＞我を張る ⑫ 95, (/J)96 

＞理屈を立て我を張る ⑨ 77, ⑨ 183 

＞我無差者がむしゃもの ⑫ 95 

【我意】⑪151 

＞我意を捨てる ⑫ 65 

＞我意を出す ⑰ 12b0 

【我慢】③121, @)297, ⑪ 308, ⑫ 1204, ⑬ 

323, ⑭ 1236, ⑭ 302, ⑭ 309 

＞我慢の悪心 ⑭ 305 

＞我慢の心 ⑰ 1.258 

＞我慢者 ⑫ 91 

【懐】

＞懐胎 顛196

＞懐妊 ③ 119 

【外】

〉外事に迷う ⑤ �50 

〉外聞 ④ 190 

【買】

＞買という字 ⑪ 105 
＞居積（買置）代呂物かいおきしろもの ⑪ 

132 

＞買掛り ⑫ 1290 

＞買難き所 @)97 

＞買食い ⑦ 121, ⑬ 145, ⑪ 198, ⑬ 

204 

＞買殺す ③ ii 15, ③ 1.216 

＞買占（買縮・買グ） 厘）55, @)12, 厘

73, @)96, ⑫ 186, ⑫'233, ⑬'232 

＞買商人 厘303

＞買いたる負い目 ① 254 

〉買繋ぎ @)35 

＞買手の勢い ⑤'232 

＞買手を粗略にする ⑬ 339 

＞買増し @)26 

＞買物 ④ 126 

【開】

＞「開口新書」 ⑯ 183 

〉開帳参り ⑫ 159 

快気祝い ⑯ 276 

会席 ⑫ 131, ⑫ 133 
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海棠かいどう ⑱ �75 

貝原益軒（篤信） ③ �88, ⑧ 328, ⑪ 

25, ⑪ 62, ⑪ 63, ⑯'29, ⑯ 38, ⑮ 78, ⑱ 

89 

涯分の利徳 ④'273 

改名 ⑰'221 

愧儡子かいらいし ② 135 

偕老同穴の契り ③ 139→ 夫婦偕老の

寿

【省】

＞過ちを省みる ⑨ 75, ⑨ 181 

【顔】

＞賢顔かしこがお ⑨ 31. ⑨ 125 

＞借りる時の地蔵顔、返す時の閻魔面 ⑭ 

127 

＞思案顔 ③ 189 

〉地蔵顔 ⑭'209 

＞知らず顔 ① 151 

＞知り顔 ⑭ 184 

〉高いき顔 ⑦ 57 

＞不興な顔 ⑬ 174, ⑬ 176 

＞菩薩の笑顔 ⑭ 138 

＞我が智恵顔 ⑦ 40 

＞我ぶり顔 ⑦ 76 

【顔色】⑥'220, ⑯'231 

＞顔色を温和にす ① 106 

＞顔色を見ずして言う ⑰'230 

〉顔色を以て人に接する ⑯ 195 

【鏡】

＞鏡磨かがみとぎ @265 

＞鏡山 ⑬ 156 

＞鏡山人のしがから先見えて、我が身の事

は顧みずうみ ⑭ 191 

【餓鬼】⑧'268, ⑪ 314. ⑫'208→ 有財餓
鬼ぅざし ‘―

＞餓鬼大将 ⑥ 342 

＞餓鬼道 ⑰ 194 

索 引

書置き ⑧ 321 

鍵の穴から天を覗く ⑤ 139 

科挙 ⑯3 

【格】

＞格式 ③ 197, ③ 198, ⑦'227, ⑦'228, ⑨ 

28, ⑨ 122, ⑨'253 

＞格物致知 ⑰'239 

（郭】

＞郭瑛かくぽ< * tr- ⑰ 189 

＞郭巨 ⑰ 64 

＞郭公 ②'226 

【覚】

＞覚悟 ⑥ 12, ⑥ 74, ⑧ 318, @)262, 笏

309, ⑯ 336 

＞覚明かくみょぅ ⑯ 51 

【学】

＞学オ→オ

＞学知 ⑯'28, ⑯'29 

＞学校 ⑬ 13 

【学者】⑧310, @)208, ⑰ 185, ⑰ 186, ⑰ 

188 

＞学者に益あるの語 ②'236 

＞学者の心 ①'256 

＞学者の根性 ③'260

＞学者の通病 ②'233

＞学者の本領 ③ 97

＞当世の学者 ⑭ 177

＞真の学者 ⑰ 186 

【学問（学文）】①143, ② 34, ② 101, cJ�

287, ⑦ 167, ⑦ 168, ⑦ 363, ⑧ 43, ⑥ 

51, ⑨'29, ⑨ JB, ⑨ 66, ⑨ 61, ⑨ 82, ⑨ 

123, ⑨ 134, ⑨ 172, ⑨ 173, ⑨ 188, ⑨ 

213, 吸180, @)!82, 僅184, @)206, @ 

201, @)208, 吸'2I 0, @)260, ⑪ 9, ⑪ 

10, ⑪ 62, ⑪ 64, ⑫'200, ⑭ 111, a 

161, ⑯ 185, ⑮'208, ⑮'209, ⑯'213, @ 

18, ⑯ I 56. @194, @)2 I 7, ⑫ 81, ⑰ 
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181, ⑰ 182, ⑰ 183, ⑰ 184, ⑰ 181, ⑰ 

188, ⑫ 191 

＞学問の根本 ③'288 

学問の深理 ② 95 

＞学問の楽しみ ⑪ 10 

）学問の風俗→ 風俗

〉学問（学文）ある人 ⑦ 173 

）学問する人 ② 173 

）町人・百姓の学問 ② 188 

＞身の為にならぬ博識学問は、名利に慢
る媒にして みょうりにほこるなかだちにして ⑪ 
ff 

【楽】

＞楽羊* 1� 秋戦11'1 ⑯'231, @232, ⑰ 74 

）「楽記」 ②'232

【隠】

＞隠し男 ⑪ 161

＞隠れ笠 ②'23

＞隠れ蓑 ②'23

岳父 ⑥'290 

「鶴林玉露」 渥）142, ⑰ 325, ⑰ 66, ⑰ 

157 

【掛】

＞掛売 ④ 100, ④ 130, ⑨ 56, ⑨ 58, ⑨

160, J1282, ⑫'284, ⑫'285, ⑫'286 

＞掛方 ④ 195

＞掛算 ⑫ 51

＞掛損 ④ 196

＞掛値 ⑰'232

＞掛引の法 ⑤'21 J 

【陰】

＞陰言（私語） 僅306

ノ陰日向 ③ 211, @79

賭事勝負（賭勝負） ⑩ 280, ⑫ 226
懸繋商いかけつなぎあきない 一商し

画工 ⑬ 132

篭細工 ⑪ 253

傘張 ⑪'259 

銹師かざりし ⑪'254 

【火事】③'283, ⑫ 69, ⑬'216 

＞火事装束 ⑫ 75 

鍛冶 ⑪'248 

餓死 ④ 186 

【賢】

＞賢顔かしこがお → 顔

＞賢き人 ⑧ 106, ⑧ 111 

【貸】

＞貸借かしかり ⑫ 178 

＞貸借の義理 ⑫'242 

＞貸したる人 ④ 98 

＞貸したる物 ① 303, ⑭'212 

＞金を貸す ⑨'2 7, ⑨ 121, @)341 

〉金銀を人に貸す ⑫ 36 

＞財を貸す ① 300 

＞物を貸す ① 302, ⑨ 51, ⑨ 155 

＞質なしに物を貸す ⑨'21, ⑨ 121 

〉人を視て貸す @350 

〉利を安くして貸す ⑪'293 

【貨殖】⑤98, ⑥ 62, ⑧ 162, @)63, 僅

172, ⑪ 81, ⑪ 109, ⑪ 129, @)67, @) 

70, ⑱ 118, @)321 

＞貨殖する ⑪'209

＞貨殖の人 ⑧ 98

＞貨殖の方 @)121 

＞「貨殖伝」 ⑪ 98, ⑪ 100, ⑯ 60, ⑯

75, ⑯ 88, ⑮ 171, ⑮ 276, ⑰'283, (/J) 

303→「史記」貨殖伝

菓子屋 ⑪ 282 

荷葉かしょう一摩詞迦節

柏手 (/J)39 

【風】

〉風邪 ⑨ 350 

＞風心得 (5)287 

【形】
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＞形代かたしろ ② 1296 

＞形無きを得る ⑯ 342 

堅気かたぎ ⑨ 305 

刀拮師かたなこしらえし @249 
霜光かっこう* Ill陳 @)187 

月水がっすい ⑰ 1208 

合点 ③ 190 

活物 ⑤ 1228, ⑰ 69 

慈庫かつろ ⑦ 1249, ⑦ 1251 

角あれば物のかかりて難しや、心に心丸々

とせよ —こころにこころまろまろとせよ @so, @ 

154 

門火 ⑦ 40 

仮名本 ③ 1288 

金物屋 ⑪ 1273 

【金（銀）】①38, ① 42, ① 43, ① 45, ① 
64, ① 71, ① 73, ③ 1219, ⑥ 1244, ⑨ 

297, ⑨ 305, ⑪ 1291 

〉金を請け取る (/J)120 

＞金を惜しむ ⑬ 1290 

〉金を持つ者 (/J)68 

＞金の威光 ① 49 

＞金の浮世 ① 48, ① 54, ① 64, ① 72, ① 
78 

＞金の神道 ① 83 

＞金（銀）の力 ① 65, ⑱ 96 

〉金の取遣 (/J)341 

〉金のなる樹（木） ⑦ 96, ⑰ 36 

〉金の番 ⑪ 308 

＞金（銀）の番太 —ばんた ③ 1222 

＞金の番人 ⑬'298 
＞金の草鮭 —わらじ ⑬ 1263 
＞銀（金）が銀（金）を殖けるかねがかねをもう
ける @)47 

＞金は有りながら払わぬ ④ 97 

＞金は命を繋ぐ (/J)120 
＞金好き ⑨ 61, ⑨ 167 

索 引

〉金好きの浮世 ① 56 
＞金箱に拝礼するかねばこに ⑯ 120 
＞金割 ⑥ 143 

〉大尽金（大臣銀）だいじんがね ⑦ 80, ⑬ 
119 

【金（銀）儲】③�20, ③ �21, ⑤ 166, ⑯ 
180 

＞金儲けの工夫 ⑦ 64 

＞金儲けの術 ⑱ 66 

＞金儲けの上手 @)109 
＞金儲けを考える ⑬ �44 

【金持】①46, ② 88, ② 184, ② 185, ⑨ 

303, ⑬ 315, ⑬ 318, ⑯ 72, ⑯ 110, ⑰ 
160 

〉金持ちの金持ち ⑪ 313 

＞金持ちの暮らし→ 暮らす

＞金持ちの貧乏人 ⑪ 313 
予てするかねてする ① 333 

歌舞伎（歌舞妓） ② 136, ② 139, ⑭ 104 
【株】
＞株式 ⑬ �36 

＞株札 ④ �41 

被り ⑰ 179 

壁に耳あり、野原に目あり ② �30, ⑭ 
126 

【果報】
＞果報なる人 ② 159 
＞果報は寝て待て ⑦ 344 
鼈 ③56, ⑱ 163 

【紙】@)267

＞紙漉 ⑪ �62 

＞紙屋 ⑪ �76 
【神】①�2, ① �3, ② �02, ④ �14, @)19 
〉神と同体 ⑭ 145

〉神の加護 ⑫ 152

〉神の正直 ④ 164

〉神の報い @)48 

- 25 -



〉神の技 ② �03 

〉神は正直の頭に宿る ⑧'278, @25 

＞神は非礼を受（享）けず ⑯ 38 

〉神を護るあなどる ⑮ 38 

〉神を拝する (/])37 

〉神を祭る ⑱ 122, ⑮ 171 

〉神信仰（神頼み） ⑮ 31 

〉神詣 ⑧'278 

【髪】⑬123, ⑪ 185 

＞髪を結わす ⑭ 315 

＞髪のわげ ④ 135 

＞髪結銭 ⑬ �74 

【京】

＞京積問屋かみつみどんゃ ④ �39 

＞京問屋かみどんや ④ �39 

【亀】

＞亀の甲より年の功 ⑨'209 

蒲生氏郷 @83 

粥 ⑥38, ⑥ 39, ⑥ 112, ⑥ 113, ⑫ �73 

通帳 ⑬ 318 

【傘からかさ】 ⑫ 42 

＞傘商売 ④ 345 

【烏】

＞烏鳴き ⑨'247 

＞烏丸光広 ② 131 

【借】①285 

〉借入 ④ 102 

〉借金（銀）かりがね ⑨ 32, ⑨ 128 

＞借りたる物 ④ 132, ⑭ 127 

＞借りて返さざる ① 303 

＞借物（借れる物） ①'255, ② 59 

＞借りる時の地蔵顔、返す時の閻魔面
→ 顔

＞上の威光を借る ⑱ 95 

＞金を借る @Bl, ⑯ 115 

＞財宝を借る ② 59, ② 60, ② 61 

＞財を借る ①'266, ① �10, ① �71, ① 

289, ① 1290, ① 317, ① 321, ① 322 

＞物を借る ⑨ 51, ⑨ 155 

＞借る人の心の善悪 ⑫ 41 

＞借れる財 ① 315 

＞金銀は借るまじきもの ⑫ 34 

雁塚 ⑰ 73 

軽き者 ⑨ 1254

【瓦】⑮191 

＞瓦師 ⑪ 1257

【奸】

＞奸計 ⑪ 1200

＞奸商 ⑫ 180, ⑫ 1234

【旱】

＞旱水風雨 ⑰ 102 

＞旱魃 ⑤ �97, ⑤ 1298, ⑤ �99

【官】

＞官ある人 ⑰ �51 

＞官人 ⑯ 349

＞官職を預かる人 ① 189 

＞官禄 ③ 48, ⑦ t66

＞官禄を盗み汚す ⑨ 15, ⑨ 107 

【看】

＞看板 ⑬ �99

＞看病 ④ 32, ④ 33

【姦】

＞姦邪 ① 165

＞姦智（奸智） ⑧ 7, ⑯ 129, ⑰ 152 

＞姦智の者 ⑯ 338, 慇349

＞姦智貪猥かんちとんわい ⑱ 307 

〉姦富 ⑤ 168 

【菅】

＞菅公（菅原道真） @280 

＞菅丞相かんしょうじょう ⑱ 1279 

【勘】

＞勘当 ⑬ 119, ⑬ 181 

＞勘当願い ⑪ 86 

＞勘弁 ④ 194, ⑥ 15, ⑥ 77, ⑪ �50, ⑭ 
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128 

【勘定】③'250, ⑤ 148, ⑥ 30, ⑥ 46, ⑥ 
47, ⑥ 104, ⑥ 124, ⑥ 125 

〉出入勘定 (/])104 

＞勘定向き ⑨'226 

【寛】
＞寛量 (/])347 

＞寛和 @)314 

【勧】
＞勧学の訓誨 ② 232 
＞勧学の文 @)243 
＞勧善懲悪 ② 135, ⑥ 359 
【漢】
＞「漢語大和故事」 ⑰'28 

＞「漢事始」 (/])204 

＞「漢書」 ②'236, ⑯ 234 
【韓】
＞韓魏公（韓埼）かんぎこう（かんき）＊北宋 ②） 

264 

＞「韓詩外伝」 (/])155 

＞韓信 *t暉 ⑭ 123, @254, @256, ⑯ 

258, @259, @262, @2 72, (/]) 112, ⑱ 
113 

＞「韓非子」 @)47 
【洞】厘）229, 顛230
＞癖痕 ⑪ 225 

＞珊痕の根を切る ⑭ 326 
＞澗痕の花盛り ⑭ 304 

＞洞耀の虫 ⑭ 305, ⑭ 306, ⑭ 309 

【観】⑯153 

〉観念の箇条書き ⑨ 80, ⑨ 186 
）観音経 ② 104, ⑧ 47 

＞銀変 ⑰ 67 
緩 ⑧303 

【眼】
＞眼前の道理→ 道理
＞眼前の利 ⑧ 316 → 謀計は眼前の利

潤・・・

＞眼目 ⑨ 41, ⑨ 137 

【顔】

索 引

＞顔回（顔子）＊紅秋戦 1(-;j ③ 38, ⑰'273 
＞顔之推がんしすい ＊南北朝 ① 188 

＞顔甫がんほ *#秋戦 114 ⑬ 51 

【願】
＞願を懸ける @49 

＞願書 @46, @)48 
＞願身 @39, ⑯ 40 

炊為水かんいすい ⑭ 45 
廿軟かんおう ⑯ 334 

考える ④ 128 

鰈寡孤独かんかこどく ①'250, ③ 128, ⑭ 

132, @198 

諫言 ④ 70, ⑦'283, ⑦'284, ⑬ 118, ⑬ 

180, ⑭ 184 

桓公（斉）＊紅秋戦 I'4 ⑰ 32 7, @328, ⑯ 

329 

冠婚葬祭 ⑪ 300 
管子（管仲） *#秋戦 114 ① 309, ⑥ 139, 

⑥'210, ⑯ 171, @310, ⑯ 327, ⑮ 328,

⑬ 329, @330, @9 7

慣習の道 ⑱ 99 

【蝦難かんなん】⑧143, ⑧ 146, ⑧ 147, ⑧ 

149 

＞熊難辛苦 ⑧ 136 

〉家職の態難 @348 

＞稼植の熊難 ②'22 
＞身の熊難 ① 321 

〉流浪熊難 ⑪ 199 

【堪忍】①121, ① 128, ① 150, ① 174, ① 
195, ①'206, ①'266, ①'289, ② 127, ③ 

133, ③ 139, ③ 145, ③ 147, ③ 152, ③ 
264, ③'289, ④ 31, ④ 31, ④ 47, ④

344, ⑥'2, ⑥ 6, ⑥ 9, ⑥ 38, ⑥ 39, ⑥ 
40, ⑥ 41, ⑥ 44. ⑥ 45. ⑥ 46, ⑥ 53. ⑥ 
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61, ⑥ 68, ⑥ 71, ⑥ 112, ⑥ 113, ⑥ 

114, ⑥ 119, ⑥ 122, ⑥ 123, ⑥ 124, ⑥ 

131, ⑥ 354, ⑥ 355, ⑥ 357, ⑥ 384, ⑦ 

75, ⑦ 307, ⑦ 309, ⑦ 314, ⑦ 348, ⑧ 

228, ⑧'291, ⑧'298, ⑨ 35, ⑨ 73, ⑨ 

74, ⑨ 82, ⑨ 83, ⑨ 121, ⑨ 131, ⑨ 

179, ⑨ 180, ⑨ 188, ⑨ 189, ⑨'221, ⑨ 

337, ⑨ 340, ⑨ 3 79, @2 71, @305, ⑪ 

18, ⑪ 19, ⑪ 37, ⑪ 39, ⑪ 40, ⑪ 41, ⑪ 

42, ⑪ 43, ⑪ 60, ⑪'228, ⑪'229, ⑪ 

309, ⑫ 61, ⑫ 92, ⑫ 194, ⑫'203, ⑫ 

257, ⑫'295, ⑬ 140, ⑬'248, ⑬'271, ⑭ 

122, ⑭ 189, ⑭ 190, ⑭'240, ⑭'290, ⑭ 

300, ⑭ 304, ⑭ 311, ⑭ 313, ⑭ 321, @) 

111, @)235, @)236, @)300 

＞堪忍のなる堪忍が堪忍か、ならぬ堪忍す

るが堪忍 ⑪ 40, ⑭ 189 

＞堪忍を破る ⑨ 78, ⑨ 184 

神主 ⑰'212, ⑰'220 

感応 ③ 135, ⑰ 47, ⑰ 49 

乾物（干物）屋 ⑪ 276 

頑民がんみん ① 309 

肝要を撰ぶ ② 194 

歓楽 ⑨ 308 

【簡略（勘略）】②194, ② 195, ⑨ 73, ⑨ 

179, ⑨'243, ⑫'21, ⑫'28, ⑬'281, ⑪ 

288 

＞簡略質素 ②8 

＞簡略者 ⑫'29 

［き］

【木】→ 草木、樹木

＞木曽義仲 ⑦ 358, ⑱ 50 

＞木を植える ① iiog 

＞花木 ① ii 11 

＞果木を植える ① iito 

＞竹木 ③ 60, ③ 61 

＞生木 ⑨ 58 

＞若木のうち ⑭ 175

【気】②'247

＞気に合いたる人 ③ 191 

＞気に当たる ⑥ 178

＞気のある虫 ⑯ 115

＞気の修まる (/ffe96 

＞気の陥る (/ffe96 

＞気の陽む —すすむ 厘96

＞気の急< -せく 厘96

＞気の長き人 @94 

＞気の働き ③'208 

＞気の疾き人きのはやき一 厘94

＞気は家老 (/ffe317 

＞気は心の使い者 @316 

＞気を付くる ⑨ 31, ⑨ 133 

＞気を養う ① 191, ① 331 

＞気力 ⑨ 34, ⑨ 130

＞気運の盛衰 ⑪ 136, ⑪ 141 

〉気血 ④ 43, 厘162

＞気合きごぅ ③ 191 

＞気散じ ⑪'246 

＞気象 ③ 181, ③ 196, ③'223, ③'224, ③

249 

＞気性 ⑧ 319

＞気詰り ⑫ 46 

＞気稟柔弱きひんじゅうじゃく @Bl 

＞気短かなる人心 厘'24

＞気持ち丈夫 ⑨'245, ⑨'248 

【気質】⑪9, ⑪ 17, @)17, @)83, @)116, 

@130 

＞気質の偏 ③ 150 

【気随】④199, ⑦ 51, ⑦ 53, ⑦ 98, ⑦ 

310, ⑦ 312, ⑧ 119, ⑫ 81, ⑬ 124, ⑬ 

128, ⑪ 186, ⑪ 188, ⑭'294, ⑭ 309 

＞気随・気侭に育つる ⑭ 176, ⑭ 178 
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＞気随者 ⑦ 311, ⑦ 314 

【気侭】④54, ⑦ 51, ⑦ 98, ⑨ 310, @) 

244, ⑫ 81, ⑬ 124, ⑬ 128, ⑬ 186, ⑪ 
188, ⑬ 189, ⑬ �53 

〉気侭に育つる ⑭ 175 

【忌】⑫141 

＞忌中 ⑫ 140, ⑫ 142, @)291, ⑰ �16 

＞忌日きにち（きじつ） ⑫） 190, ⑫ 131, ⑫ 

138, ⑫ 139, ⑰ �04, ⑰ �06, ⑰ �07 

〉忌詞いみことば ⑦ 89 

＞物忌の日 ⑫ 136 

【忌服きぶく（いみぶ<)】③66, ⑫ 140, ⑫ 

143, ⑫ 144, ⑫ 145, ⑬ �58 → 服忌

〉忌服の日限 ⑫ 146 

【奇】

＞奇・正 ⑰ 76 

＞奇謀 ⑰ 76 

【鬼】

＞鬼神 ③ 135 

＞「鬼神論」 ⑯ 38 

＞鬼門 ② 113, ② 114, ② 115 

【寄】

＞寄言介きげんかい ⑬ 176 

＞寄進 ⑱ �5, ⑯ �6, ⑱ �7 

【貴】

＞貴の字 ② 183 

＞貴賤 ② 150 

＞貴賤貧富 ⑭ 185 

＞貴賤変化の理 ⑰ 62 

【器】

＞器具 ⑯ 79 

＞器使す ⑪ 190 

＞器物 ① �49, ① �53, ① �61, ④ 348 

【機】⑥101 

〉機転第一 @)41 

＞機微の智 ⑰ 102 

＞機微を知る ⑰ 30, @32, ⑯ 101 

索 引

〉機利 @68, ⑯ 70 

【義】③78, ③ 155, ⑦ 28, ⑧ 242, ⑪ 

116, ⑪ 111, ⑪ 156, ⑪ 194, ⑪ 299, ⑭ 

237, ⑯ 180, @162, ⑱ 184, ⑰ 28, ⑰ 

268 

＞義に従う ⑪ 88 

＞義苦 ② 195, ② 196 
＞「義経記」 ⑰ 32 

＞義絶 ④ 131 

＞「義楚六帖」 ⑰ 3, ⑰ 40 

＞義帝＊秦 ⑰ 255 

＞義田宅 ⑧ 163, ⑧ 168, ⑧ 169 

＞義方の教え ① 240 

＞義勇 ② 264, ⑰ 15 

【聞】

＞聞かぬ振り ⑬ 252 

＞馬耳風ききいれず ⑬ 118, ⑬ 181 

＞聞きた事は聞き捨て ②3 

危急の大事 ⑧ 318 

飢饉 ⑬ 289 

規矩縄墨きくじょうぽく ⑰ 173 

生薬（木薬）屋きぐすりや ⑪ 277 

姫宏きこう→ 文公

萌（兆）しを知るきざしをー 厘191

箕子きし ＊殷 ② 122, ⑪ 319 

儀式 ⑪ 300 

喜捨 ⑯ 47 

煙管（矩管）屋きせるや ⑪ 281 

【北】

＞北風 ⑥ 269, ⑥ 273, ⑥ 274 

〉北山寿安 ⑫ 299 

違なききたなき ⑨ 242, ⑨ 243 

【吉】⑪153 

＞吉事 ① 191, ③3 

＞吉凶 ② 166, ③ 36, ⑪ 81 

＞吉凶禍福は糾える縄のごとし あざなえる

なわのごとし @212 
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魏徴ぎちょう *IH ⑯ �19, ⑮ �20 

【切手】④�32, ④ �42, ④ �47 

＞米切手 ④ �35 

＞先納め切手 ④ �46 

〉出切手 ④ �47 

＞坊主切手 ④ �46 

祈祷 像�2, @)60, @61, @164 

紀貫之 ④ �17 

【君】②'.201, ② 208, ③ 72, ③ 126, ③ 
130, ⑥ 16, ⑥ 78, ⑦ 284, ⑪ 171 

）君は君たらずとも、臣は臣たれ ⑰ 

249 

＞君に仕うる ⑭ 180 

／君の恩→恩

）君の恩徳 ④ 304 

帰命 ⑰ 126 

肝煎るきもいる ③ �72, ③'273 

【客J①144, ⑫ 105, ⑬'229 

）客ある時 ④ 36 

〉客に挨拶もせぬ小僧 ⑪ 342 

）客の衣服 ⑫ 107, ⑫ 108 

＞客を招く ④ 204 

＞客方の心得 ④'208 

＞客数 ⑫ 115

＞客付合い ③'235 

＞客設けの席 ⑫ 113 

＞客人 ④ 38, ④'201, ⑫ 109

＞客人饗応の礼節 ⑫ 109 

華奢 ⑮'258, ⑰ 86, ⑰'210 

【旧】

＞旧業 ⑯ 98

＞旧業を改むる ⑥ 334 

【給】

＞給金 ④ 131, ⑬ 154. ⑬'204, ⑪'2 70, (/1

273 

＞給銀 ⑦ 99

＞給仕 ④ 37, ④'204

＞給仕人 ⑫ 105, ⑫ 109 

【窮】⑯328 

＞窮すれば変じ、変ずれば通ず ⑯ 325 

＞窮寇は追うべからず @)29 

＞窮困 ⑦ �25→ 困窮

＞窮鼠かえって猫を喰むきゅうそかえってねこ

をはむ 吸砂87

＞窮民 ① 124, ① 125, ⑥ 48, ⑥ 126 

九牛が一毛 ⑥ 338 

灸治 ④ �09 

【牛】

＞牛馬 ⑰ 111, ⑰ 112 

＞「牛馬問」 ⑰ 100, ⑰ 158 

腿母きゅうも ⑤ 313 

急用 ④ 123 

【虚】

＞虚は実を引く ① 76 

＞虚言 ③ �89, (!])94

＞虚実 ⑯ �03

＞虚心 ⑰ �20

＞虚説 ⑧ 319

＞虚礼不昧—ふまい ⑫ 94 

【許】

〉許行（許子）＊紅秋戦 1q ⑦ 151, ⑦ 

156, ⑦ 151, ⑦ 158 

＞許子和きょしか ⑦ 96 

＞許由きょゆう*·,;, 瑾 ⑧ 106, ⑧ 110, 

⑨ 354, (!])223 

御 ⑯189 

【凶】

＞凶作 ⑰ 144

＞凶事 ① 197, ② �28, ③3

＞凶短折きょうたんせっ ③ 10 

【狂】

＞狂言 ⑪ 156

＞狂薬 ① 145

）狂乱 ②'216
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【恭】

＞恭敬 ⑯ 195, ⑱ 37, @)39, ⑯'270

＞恭謙 (}1)122 

【教】

〉教育 ⑪ 11, ⑫5

〉教育の法 @)139 

〉教誡 ⑬'250

〉教訓 ⑯'293

〉教諭 ⑪'213

＞「教諭録（心学教諭録）」 ⑪ 42 

〉教養 ⑯ 163, ⑯ 189, ⑯ 308

〉教養の道 ⑮ 165, ⑯ 190 

【経】⑰57 

〉経帷子きょうかたびら 吸冴88

【駿】

＞験奢 ⑦'223, ⑦ 224, ⑦'231, ⑦ 234, ⑦ 

235, ⑦ 236, ⑦ 241, ⑦'243, ⑦ 321, ⑦ 

323, ⑪ 43, @)127, ⑰ 183, ⑱'202 

＞願奢の子弟 ⑰ 84 

＞駿慢 厘'268, ⑬ 50, ⑭ 184, ⑯ 309, ⑱ 

344 

興を失う ⑫ 126 

【行】

＞行基 ② 110 

〉行住坐臥 ⑫ 129 

〉行状を慎む ⑰ 60 

〉行跡ぎょうせき（こうせき） @260, ⑨'260 

【発】③126 

〉発・舜 ① 12, (})194, ③ 97, ⑤ 150, ⑦ 

153, ⑧ 97, ⑧ 314, ⑪ 3, ⑪ 196, ⑪ 

19 7, @ 115; @ 156, ⑰'29→ 舜、虞

舜、大舜

〉発帝（発王） ① 10, ① 314, ③ 28 

【業】

＞業の障り ⑥ 378 

＞業を改める @)301 

＞業を怠る ⑨ 77, ⑨ 183 

索 引

＞業を守る者 ⑯ 300 

＞在り来たる業ありきたるわざ 腫172

＞一生の業 @)273 

＞及第の業 ⑬ 13, ⑬ 14

＞生涯の業 @)272 

胸臆に過ちを留（停）むる ② 1246 

【饗応】⑫105, ⑫ 108, ⑫ 109, ⑫ 110 

＞饗応の志 ⑫ 120

【行儀】⑨126, ⑨ 120, @)247, ⑫ 61, ⑭ 

108 

〉行儀正しき家 ⑭ ii56 

侠者きょうしゃ ⑪ 58 

【兄弟】③148, ③ 149, ④ ii2, ⑧ 129, ⑧ 

30, ⑭ 301 

＞兄弟に睦まじからざる 国）16, ⑨ 182 
＞兄弟は骨肉なり ⑰ 173 

＞兄弟は他人の始め ④ ii3 

匈奴きょうど ⑰ 1247 

【凶年】②74, ⑬ 1242, ⑰ 138 

＞凶年の蓄え ⑧ 124, ⑯ 1227 

＞凶年の豊年→ 豊年

清き所 ④ 115 

曲突薪を徒す（曲突徒薪）きょくとつたきぎを）

つす（きょくとつとしん） ⑰り186, ⑰訂93

玉吊ぎょくはく ① 326 

「曲礼」きょくらぃ ② 1232, ⑪ 305 

挙動 ⑫ ii31 

去年の弥勒もなく、自然の釈迦もなしい

ねんのみろくもなく— ⑥) ii2, @116 

毀誉褒貶きよほうへん ② 101 

魚類 ⑫ 194, ⑫ 1222 
吉良上野介きらこうずけのすけ <!])346 

【義理】③151, ③ 155, ③ ii62, ④ 65, ④ 

70, ④ 74, ⑥ 52, ⑥ 130, ⑥ ii48, ⑦ 

19, ⑦ ii 7, ⑦ 34, ⑦ 78, ⑦ 79, ⑧ 142, ⑧ 

245, ⑨ 82, ⑨ 188, @)296, ⑪ 43, ⑪ 

59, ⑪ 300, ⑪ 305, ⑪ 309, ⑫ 30, ⑫ 
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118, ⑫'291, ⑫'298, ⑫ 302, ⑪ 99, ⑬ 

168, ⑭'296, ⑭ 310, ⑯ 169, ⑯ 170, ⑯ 

180 

＞義理の不及 ⑦'20 

＞義理買い ③'214 

＞義理人情 ⑪'239 

【器量（気量）】④349, ⑥'243, ⑥ 368, ⑦ 

56, ⑧ 48, ⑧ 306, ⑨'212 

＞器量ある者 ⑦'284 

＞器量者 ⑦ 58, ⑦ 82 

【着類】⑫182, ⑬ 140, ⑪ 195→ 衣類

＞上着 ⑨'231 

＞下着 ⑨'231 

＞普段着（不断着） ⑫'219 

議論 ⑰ 18, ⑰ 19 

【金（銀）】

＞金運 ⑪ 315

＞金玉幣吊 ⑮ 61 

＞金主 ⑬ 310

＞銀主 (/])164 

＞銀手形→ 手形

〉金納 ⑪'242

＞金銭高下 厘103, 厘125

【近】

＞近火 ⑬'217

＞「近思録」 ⑨ 80, ⑨ 186 

＞近来の人 ⑭ 180 

【禁】

〉禁酒 ⑪'271

）禁中 ② 162

＞禁物 ⑥'29, ⑥ 103, ⑨ 74, ⑨ 180

【勤】⑧303, ⑪ 155 

＞勤行 ⑥'238, ⑨ 82, ⑨ 188, ⑫ 147

＞勤倹（勤と倹） ① 117, ①'218, ① 

219, ①'220, ①'221, ①'272, ① 309, ③ 

169, ⑧ 303, ⑪ 154 

【禽】

＞禽滑驚きんかつり ⑰ 153 

＞禽獣 ⑦ 82, ⑨ �49, ⑯ 171, (/])184 

＞禽獣の振舞 ⑮ 181 

【金銀】①34, ① 45, ① 57, ① 62, ① 70, 

① 71, ① 86, ① 88, ② 193, ③ 104, ③ 

183, ③ �21, ④ 130, ⑤ 40, ⑤ 44, ⑤ 

77, ⑤ 115, ⑤ 119, ⑥ 9, ⑥ 10, ⑥ 14, ⑥ 

71, ⑥ 72, ⑥ 76, ⑧ 89, ⑧ 102, ⑧ 

104, ⑧ 116, ⑧ 117, ⑧ 122, ⑧ 123, ⑧ 

152, ⑧ 155, ⑧ 162, ⑧ �66, ⑧ �61, ⑨ 

21, ⑨ 115, @)254, @)255, @)299, ⑪ 

291, ⑫ 12, ⑭ 128, ⑭ 186, ⑯ 181, ⑯ 

202, ⑱ �08, ⑯ 122, (/])344, ⑯ 345 

〉金銀遊ぶ ③ �18 

）金銀に自由するのは平生に、自由せぬ

から自由するなり ⑪ 310 

＞金銀に遣わるる ③ �22 

〉金銀の軍—いくさ ⑤ 150 

＞金銀の威光 ⑫8

〉金銀の威徳 ① 60

〉金銀の権柄 ⑰ 37

＞金銀の使いよう ④ 131 

＞金銀の出入 ⑫ �91, ⑪ 91, ⑪ 167, ⑪

229 

＞金銀の徳 ⑫ 11 

＞金銀の徳用 ② 49

＞金銀の取扱 ⑪ 133, ⑪ 190

＞金銀（の）取遣 僅�84, 厘�85

＞金銀のなす所 ① 66 

＞金銀の罰 ⑬ 120, ⑬ 138, ⑬ 182, ⑬ 

193 

＞金銀の誠 ① 89 

＞金銀の冥加 ⑫ 11 

＞金銀の用いよう ④ 133, ⑫ �5 

＞金銀の奴 ゃっこ ⑯ �09 

＞金銀の脱通 ⑫ �26 

＞金銀の利徳 ⑦ 349 
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＞金銀の利倍 ⑦ 169 

＞金銀の禍 ⑧ 153 

〉金銀は儲け難く、遣い易し ⑨ 35, ⑨ 

131 

〉金銀を借用する ⑫ 33 
＞金銀を貯える ⑧ 124 

〉金銀を溜める人 ⑧ 101 

＞金銀を費やす ⑫'24, ⑫'28, ⑫ 134 

＞金銀を私に使う ⑫'254 

＞金銀財貨 ② 48 

＞金銀財宝 ④ 362, ⑦ 189 

〉金銀銭 ④ 181, ⑯ 61 

〉金銀使いよう ④ 19 

＞世上の金銀 ② 62 

〉他人の金銀 ⑱'299 

【金言】①71 

〉金言は耳に逆らう ⑬'249 

【金子】

＞金子の善悪 —よしあし 慇121

〉他人の金子 ⑧ 156 

謹慎 ① 142 

巾着後家 ⑬ 246 → 後家、若後家
琴通舎英賀きんつうしゃえいが ⑬ 336 

筋力を労す ⑰ 93, @)99 

[<J 

【エ】
＞エ手間くでま ⑰ 174 

〉工夫 ⑧ 312 

＞潰れざる工夫 ⑱ 122 

＞工面 ⑥ 12, ⑥ 74 

【公】

＞公家 ⑨ JJ, ⑨ 129 

＞公家読み ⑫ 52 

＞公事 ① 173, ② 162 

〉公事訴訟 ⑧'227 

索 引

＞公役くやく（こうえき） ⑯ 59, ⑰ 96 
【苦】②195 

＞苦は楽の種、楽は苦の種 ⑨ 83, ⑨ 
189, ⑪ 310, ⑫ 185 

＞苦しみを楽しむ ⑫'25 

＞苦楽 ⑧ 92, ⑧ 122, ⑰'260

＞苦労 ⑧'281

【愚】

＞愚商 ⑰'207, ⑯'209

＞愚俗の交わり ⑰ 17 

＞愚鈍 ⑰'274

＞愚人（愚なる人） ③ 191, ③ 192, ⑫ 

66, ⑭ 184, ⑭'253, ⑭ 304, @218 

＞愚昧 ⑫ 50, ⑬'230

＞愚朦の人 ⑨'258

【愚痴】③'21, ③ 84, ⑭ 169 

＞愚痴・無智の闇 ⑫ 98 

＞愚痴の者 ⑬ 68

＞愚痴蒙昧 ③ 22

【食】

〉食い込み ⑫ 17

＞食い延ばす ⑫'275, ⑫ 276 

＞食い物 ⑬ 126, ⑬ 187, ⑭ 137→食物

【空】
＞空海 ⑰ 31, ⑰ 124 

＞空亡 ⑥ 198, ⑥ 199, ⑥'200 

【草木】→ 木、樹木
＞草木を植える ①'206, ①'208 

＞園に植える草木 ①'207 

九字 ⑯'23 

闇 ②170 

「旧事記」くじき @20, ⑯ 170 

櫛挽 ⑪'266 

「倶舎普光記」ぐしゃのふこうき 慇）110 

虞舜ぐしゅん ⑬ 63, ⑬ 64, ⑰'256 → 発・

舜、舜・萬、舜、大舜

楠正成 ⑤ 168, ⑦ 301, ⑧ 301, ⑨'261, ⑪ 
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41, ⑮ ii40 

【薬】④32, ④ 33 

＞薬惜しみ ⑬ ii64 

＞薬代 ⑬'266 

＞薬の飲逃げ ⑬'268 

【癖】③iio6, ⑧ 53 

＞癖付く ⑥ 152 

＞癖のなき酒呑み ⑫ 127 

＞商人の癖 厘）58 

＞女の癖 ③ 177 

＞金持ちの癖 ⑪ 319 

＞変わりたる癖 ⑪ 316 

＞酒の癖 ⑫ 127 

＞生得の気癖 ③ 155 

＞相場（相庭）の癖 ⑥'230, 顛'22

＞年寄の癖 ⑭ 313 

＞農民の癖→ 農民

＞不器用者の癖→不器用

＞善からぬ癖 ⑭ 125 

具足師 ⑪'250 

草臥れ<t�ぴれ ⑨ 74, ⑨ 180 

下り積み ⑤'280 

【口】④134 

ロに蜜あり、腹に剣あり ⑯'295

＞口は善悪の出る門 ④'25 

〉口を奢る ⑫ 185 

／ 口答え ⑫'252 

＞口入 ④ 36 

）口入屋 ⑪ 162 

＞ 口巧者の商い下手くちごうしゃのあきない ，．．

に （励93

【屈】

＞屈原＊臼環lt--l (16)/ 76 

＞屈伸の道 ⑪'208 

狗頭くとう (!1)69 

【功徳】&ノ70

）功徳天 ⑯ JI. ⑯ 33 

【国】

〉国の恩→ 恩

＞国の貴賤 ② �60 

＞国の財 ⑦ 148 

＞国の宝 ⑦ 148 

＞国の礼法 ⑪ 32 

＞国郷談くにきKうだん ② 79 

＞国天下を治むる ⑰ �47 

蜘蛛 ② 154, ⑨ 45, ⑨ 46, ⑨ 149, ⑨ 

150 

悔やみ（悔やむ） ⑭ �41, @292 

供養 ⑰ 191, ⑰ 198 

【蔵・庫】

＞庫の内の財宝 ② 16 

＞蔵の内まで片付ける ④ 137 

＞蔵仲仕（蔵仲衆）くらなかし ④ �34 

＞蔵役人 ④ �30, ④ �34 

〉蔵屋敷 ④ 1230, ④ �32, ④ 1234, ④ 

235, ④ 1246, ④ 1247 

【暮】

〉大きに暮らす ⑨ 47, ⑨ 151 

＞うかうかと暮らす ④'222 

）現銀に暮らす ⑫ 301 

＞小分に暮らす ⑨ 47, ⑨ 151 

）家督八分暮らし ⑪ 307 

＞金持ちの暮らし ⑰ 307 

＞暮らし方 顛167

＞身代（身体）相応の暮らし方 ⑫ 30 

〉その日暮らし ④'222 

＞旦那の暮らし ⑥ 330 

＞一 日暮らしひとひぐらし ⑫'299, C⑰ 300

＞貧乏人の暮らし ⑪ 307 

栗原信充くりはらのぶあっ ⑯ 89 

【黒】

＞黒田如水 @224, ⑯'245 

＞黒日くろぴ ⑤'283 

訓語 ②'284, ②'285, ②'286. ②'293 
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【君子】②�88, ⑦ 170, ⑦ �07, ⑧ �39, ⑨ 

42, ⑨ 138, ⑪ 192, ⑪ 193, ⑬ 65, ⑭ 

178, ⑯ �16 

＞君子の愛→ 愛

＞君子の倹約 ② 44 

＞君子の心 ⑰ 170 

＞君子の交接まじわり ⑱ 194, ⑰ 17 

＞君子の道 ③ 142, ⑦ 185 

＞君子の論 ④ �67 

＞君子は松柏の如く、小人は藤羅の如

しーしょうじんはとうらのごとし ⑰ 149 

＞君子は素餐せずそさんせず ③ 48, ⑨ 

15, ⑨ 107 

＞君子は其の罪を憎んで其の人を憎ま

ず ⑫66 

＞君子は不言にして導く ③ 134 

＞君子は法を行うて以て命を侯つ ⑪ 

164 

〉実の君子 ② �35 

＞君子国 ① 81 

【君臣】⑨�73 

＞君臣の正義 ⑪ i04 

＞君臣の礼 ⑤ 149 

【君父】⑰125 

＞君父の命—おおせ ⑦ 340 

群集 ⑰ 120, ⑰ 121 

【軍】

〉軍書 ⑧ i55, ⑰ 83, ⑰ 84 

〉軍用の基 ⑦ 302 

［け］

【家】

＞「家語（孔子家語）」けご ② 19, ② 

231, ⑧ 33 

〉家人けにん ① 102, ① 112, ① 150, ① 

156, ① 166, ① 183, ③'202, ③'203, ③ 

索 引

230, ③ 1231, ③ 1283, ④ 124, ④ 131,'� 

206 

＞家人の悪 ③ 196 

＞家人の教養 ⑯ 191 

〉家人を仕付ける ③ 1223 

〉家人を制する ③ 194 

＞家人を使う ① 128, ① 328 

【家来】③133, ③ 191, ⑦ 55, ⑧ 96, ⑧ 

244, ⑨ 1273, @24 

〉家来を選ぶ ⑪ 125 

＞家来大事 ⑪ �04 

【下】

＞下戸げこ ② 1217, ⑨ 329, ⑫ 122, ⑫ 

128, ⑫ 129 

＞下戸の立てたる蔵もなし ⑤ 19, ⑤ 83 

＞下主げす ⑧ 312 

＞下賤の者 ⑭ 141 

＞下駄履きて米買うな ⑤ 1290 

【下直げじき】@274, 厘'275, ⑫'232. 甚

161, (jJ) 164→高直こうじき

〉下直の物 ④ 127 

【下女】⑦77, ⑫'238, ⑪ 110, ⑪ 124. ⑫ 

127, ⑬ 140, ⑬ 185, ⑬ 181, ⑪ 191, ⑪ 

195 

＞下女の式目 ⑬ 155, ⑬'205 

＞下女奉公 ⑬ 155, ⑬ 158, ⑬ 159, ⑪ 

160, ⑬ 162⑬'205, ⑬'207, ⑬'210 

【下人】①129, ① 151, ③ 193, ⑧ 312, ⑨ 

83, ⑨ 189, ⑫'201, ⑫'238, ⑬ 104, ⑭ 

179 

＞下人の過ち ⑧ 315 

＞下人の使いよう ⑫'241 

＞下人の罪 ⑧ 313 

＞下人は足らぬもの ⑭ 183 

【計】

＞計然＊紅秋戦囚 ⑤ 150, ⑪ 129, ⑯ 37, 

⑮ 136 
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＞計量を敬む っつしむ ② 97 

【敬】⑧ii93, ⑧ ii96, ⑪ 152, ⑭ 122 

＞敬の一字 ⑪ 154 

＞敬、怠に勝つ ⑧ 1294 

＞敬を守る ⑧ 1295 

＞敬謙 厘）1267 

＞敬礼 ⑰ 1203, ⑰ 1204, ⑰ ii22 

【継】

＞継子 ③ 151, ③ 154, ③ 155, ⑭ 309 

＞継体天皇 ⑱ 92 

＞継父 ⑭ 106 

＞継母 ③ 151, ③ 154, ⑭ 106, ⑭ 309 

【継業】⑯1239, ⑯ ii4o, ⑯ 1283, @285, (fJ) 
308 

＞継業の基 ⑯ 1288 

＞商いの継業 ⑯ 1282 

＞商家の継業 ⑰ 1283 

【傾】

＞傾国 @)319 

＞傾城けいせい ② 131, ② 150, ② 1245, 

⑦ 94, @)319 

＞傾城買い ⑯ 181 

＞傾城狐 ② 193, ② 194 

【芸】③183, ③ 184, ⑯ 184 

＞芸の多き者 ④ 368 

）芸子（芸妓） ⑦ 91 

〉芸道 厘）1264 

＞芸能 ④ 120, ④ 129, ⑧ 126, ⑫ 19, ⑫ 

44, ⑪ 39, (/])189 

＞奢りの芸 ⑫ 132 

【芸術】

）芸術の家業ある人 ① 189 

＞芸術者 ② 95, ② 96 

眼 ⑥217 

景気 ⑥ �31 

稽古 ⑨ 129, ⑨ 123 

契此けいし ⑰6 

経書 @)90, ⑮ 91, @)194 

系図 ⑨'252

警枕けいちん ⑯ 69 

軽薄 ⑮'202

刑罰 ③ 31, ⑭'295

恵文王＊紅秋戦 11� @)125 

「維林集」 ⑯ 179 

華厳経 ① IS 

袈裟御前 @)144, @)146 

化粧 ⑫'250 

解節経げせつきょぅ ① 15 

憬怠 ⑤ 31, ⑤ 102, ⑦'210, ⑧ 304 

【血】

＞血気 ⑥ 339, ⑦ 307, ⑦ 308, ⑪ 58 

＞血気の勇 ⑥'241 

＞血気の勇者 ② 127 

＞血気は一旦 ⑥'241 

＞血脈 ① 133, ② 149, @)211 

＞血筋 ⑯ 138, @)212 

【架】

＞架王＊以 懃'251, ⑯'243, ⑮ 191 

＞架討けっちゅぅ ⑪ 3, ③ 35, ③ 97, ⑳ 

256, 厘）'262, ⑯ 115, ⑯'257 → 架王、糸寸

王

【潔】

＞潔斎 ② 190, ② 191, ⑫ 136 

＞潔素 ⑫ 136 

＞潔白の操 ⑧ 19 

【月】

〉月色雨晴 @)113 

〉月天 ⑭ 169 

＞「月令」 ⑰ 188 

＞ 「月令博物笙」げつれいはくぷつせん ⑰ 88 

穴居 ② 112 

【結構】③'29

＞結構の国 ⑯ 41 

＞結構振舞 ⑦ 11 
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顛子げっし ⑧ 144

決定けつじょぅ ① 159 

【製成けなり】

〉製成売 ⑥ 177, @)32

〉襲成買 ⑥ 171, @)32

毛見けみ ⑰ 146

仮名けみょぅ ② 145

掛肋けろく ⑭ 13, ⑭ 14, ⑭ 15

【見】

＞見識ぶる ⑪'267 

＞見性成仏けんしょう— ① 15 

＞「見聞記訓」 ⑰ 151 

【倹】⑧303, ⑪ 155, ⑬'298 

＞倹の道 ② 42 

＞倹は徳なり ⑬ 312 

＞倹を守りて吝に陥る —りんにおちいる ⑫5 

＞倹勤和緩 ⑧ 302 

＞倹徳 ⑰ 160 

【倹約】①111, ① 129, ① 147, ①'200, ① 

218, ①'220, ①'223, ①'234, ①'235, ① 

248, ①'263, ①'264, ①'265, ①'266, ① 

269, ①'274, ①'276, ①'271, ①'279, ① 

281, ①'282, ①'289, ①'290, ①'291, ① 

304, ① 305, ① 306, ① 307, ① 308, ① 

312, ① 330, ① 332, ② 41, ② 109, ③ 

74, ③ 96, ③'233, ④ 17, ④'20, ④'21, ④ 

22, ④ 60, ④ 73, ④ 83, ④ 86, ④ 98, ④ 

264, ④'279, ④'292, ④ 307, ④ 341, ④ 

361, ④ 363, ⑤ 59, ⑤ 62, ⑤ 144, ⑤ 

162, ⑤ 165, ⑤ 166, ⑤ 170, ⑥ 6, ⑥ 

11, ⑥ 60, ⑥ 68, ⑥ 73, ⑥ 117, ⑥ 

364, ⑥ 365, ⑦ 10, ⑦ 35, ⑦ 36, ⑦ 

148, ⑦ 150, ⑦ 172, ⑦'223, ⑦'224, ⑦ 

243, ⑦'244, ⑦'245, ⑦'2 77, ⑦'278, ⑦ 

281, ⑦ 323, ⑧ 31, ⑧ 39, ⑧ 40, ⑧ 

206, ⑧'240, ⑧'241, ⑧'244, ⑧'245, ⑧ 

241, ⑧'253, ⑧'257, ⑧'272, ⑧'271, ⑧ 

索 引

298, ⑧ 303, ⑨ 5, ⑨ 11, ⑨ 42, ⑨ 81, ⑨ 

93, ⑨ 101, ⑨ 138, ⑨ 187, ⑨ 303, ⑨ 

323, ⑨ 372, @290, @291, @292, 吸

293, 僅�94, ⑪ 43, ⑪ 45, ⑪ 46, ⑪ 

61, ⑪ �30, ⑪ �95, ⑪ 317, ⑪ 318, ⑫ 

9, ⑫ 14, ⑫ 16, ⑫ 17, ⑫ �9, ⑫ 31, ⑫ 

32, ⑫ 171, ⑫ 172, ⑫ 173, ⑫ 175, ⑫ 

176, ⑫ 177, ⑫ 180, ⑫ 183, ⑫ 184, ⑫ 

187, ⑫ 190, ⑫ 199, ⑫ �23, ⑫ �32, ⑫ 

233, ⑫ �43, ⑫ �45, ⑫ �59, ⑫ �75, ⑫ 

277, ⑫ �79, ⑫ �85, ⑫ �88, ⑫ �94, ⑫ 

298, ⑫ �99, ⑫ 301, ⑬ 99, ⑬ 103, ⑬ 

167, ⑬ 168, ⑬ 171, ⑬ �74, ⑬ �89, ⑬ 

293, ⑬ 307, ⑬ 311, ⑬ 312, ⑭ 129, ⑭ 

186, ⑭ �75, ⑱ 86, @)87, @)109, @) 

111, @)133, ⑱ 151, @)180, @)185, ⑯ 

214, @)221, ⑱ �24, @)226, @)22 7, ⑯ 

228, @)231, ⑱ �32, @)233, @)234, ⑯ 

235, @)236, ⑯ �31, ⑯ �38, @)241, ⑯ 

242, ⑯ �44, @)246, ⑯ �47, ⑯ �48, (ff) 

257, @)258, ⑱ �62, @)288, @)334, @) 

346, ⑰ �6, ⑰ 86, ⑰ 150, ⑰ 161, ⑰ 

216→ 質素倹約

＞「倹約いろは歌」 ⑫ 172 

＞ 「倹約臼挽歌」けんやくうすひきうた ⑫ �17 

＞倹約家 ⑥ 61 

＞「倹約心得草」 ⑫ �68 

＞倹約質素 @167 

＞「倹約斉家論」 ⑫ 169 

【権】⑯�89 

＞権は猥りに人に貸すべからず ⑯ 292 

＞権勢 ① 186

＞権利 ⑰ 68, ⑯ 70

【賢】

＞賢愚 ⑦ 329

＞賢オ ⑪ 172

＞賢オの子 @307 
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者 '/!)/ 18, ⑮'217 

llJt Bo 

がL16

徳 ③46, ⑯ 150, ⑯ 320 

＞賢徳・忠孝の人 ⑯ �07 

窓ある人 ⑨ 14, ⑨ 106 

能 ⑪ 200 

【樫】

＞樫貪 ② 46, ② 169, ④ 85, ⑫ �OJ. C⑰ 

281, ⑬ 76 

〉樫吝けんりん ⑪ 318 

【謙】②9. ③ 86, 像305, 像307

⑪ �6、 ⑬39, ⑬ 42, ⑬ 44, (/J) 

しゅa・えらぶ ll)/80 

46, 

＞謙

【元】
- :Jんおう*J.'d

>

LZ)/2I 

国勺げん：：うしゃくしt (/J)22 

�247 

【言 l

＞言の徳 ⑨ 371 

の病 ⑮'2JJ 

＞言語 ②'283, ②'293. ,Jj)2JO 

＞言語の道 ⑮'227, ⑮'229 

＞言行 ③ 122, ③ 143 

＞言路を開く ⑬'221 

【現】

＞現世の心持ち

【現銀（現金）】
270. 

一

285, 

292, 

298, 

tiらす

〉現銀にて売る ⑨ 58 

〉現銀の理 ⑫ 294 

）現銀（現金）商い @)60, @)282, (!.、

277 

）現銀大安売り ⑫ 268, ⑫ 302 

現銀（現金）買い ⑫ i;79_� ⑫'280, {I. 

284, ⑬ I 05, @t 7 2, (!J)J 18 

〉現銀掛値なし

［厳】
＞厳父

＞厳母 ⑨ 31 I 

＞厳法・威権 ⑮ 116 

喧

払

昭烈島帝）

237 

品� (Jj)169

院孝緒げん.-�t

「源氏物語」 (2)81 

11)46 
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［こ］

【小】

＞小商い→商い

＞小歌（小唄） ② 139 

＞小鍛治宗近こかじむねちか ⑫ 157, ⑰ 

158 

＞小細工 ③'246 

＞小銭 ⑫ 185 

＞小遣銭 ⑬ 145, ⑬ 153, ⑬'274 

＞小糠商売こぬかあきない→商い

＞小間物屋 ⑪'274 

＞小者 ③'208 

【子】②'209, ③ 123, ③ 193, ⑤ 15, ⑤ 
80, ⑥ 16, ⑥ 78, ⑪ 11, ⑰'253 

＞子の自慢咄 ⑫'202, ⑬ 108, ⑬ 174 

＞子の心底→ 心底

＞子を儲ける ⑱ 134 

＞子たる者 ⑰'255 

＞子なき ③ 106 

＞子なき女 @140 

＞子に職業を授くる @158 

＞子の悪しき ③ 183 

＞子の気性（気象） ⑱ 157 

＞子の気力を計る ⑨ 61, ⑨ 173 

＞子の善悪 ⑫'253, ⑯ 36, ⑰ 184 

＞子の育てよう ④ 49, ④ 173, ⑭ 316 

＞子の身持ち→ 身持ち

〉子は孝に止まる ⑭ 108

＞子を慈しむの道 ⑫ 45

＞子を生みたる時 ⑤ 78

〉子を教えざるは父の怠（憬）りなり ⑰ 

253 

＞子を教え育つる ⑭ 174

＞子を教ゆる ③ 181, ⑧'2 7, ⑧ 330, @) 

248, 厘）'258

索 引

＞子を教ゆるに義方あり ⑱ 196 
＞子を教ゆる法 ⑯ 86 

＞子を思う ⑥ 344 

＞子を易えて教ゆ ⑯ 185 

＞子を育つる ① �5, ① 108, ① 109, ③ 

121, ⑨ 66, ⑨ 172, ⑨ 311, ⑨ 372, @) 
25,'J, ⑭ 167, @)154, ⑯ 155, ⑰ �63 

＞子を育つる算用 ⑤ 156 

＞子を育つる者 ⑯ 158 

＞子を大道に導く @)259 

＞子を見る事父に如かず ⑨ 69 

＞子を養う @)241, @)249 

＞子を良く育て道を教える ⑯ 131 

＞子育つる算用 ⑤ 16, ⑤ 80 

＞子守 ⑬ 149 

＞小さき子 ⑨ 68, ⑨ 174 

＞爺無し子ててなしご ⑬ �46 

【子供】⑦30 

＞下品の人の子供げひん— ⑤ 16, ⑤ 80 

〉上品の人の子供じょうひん— ⑤ 18, ⑤ 82 

〉中品の人の子供ちゅうぽん — ⑤ 11, ⑤ 
81 

＞町人の子供 ② 140 

＞子供の成長 僅�52

＞子供養育 ⑤ 15, ⑤ 80

【木】

＞木葉天狗 ② 53

〉木挽
て

びき ⑪ �63

【古】

＞「古今集」 ② 143, ④ �17

＞「古今序」 ② 69

＞「古今秘抄」 ⑯ 156 

＞古公宣父ここうたんぼ ＊周 ⑪ �43 

＞古文 ⑫ 50 

＞「古文孝経」 ⑦ BJ 

【買】⑦141, ⑪ �71, ⑬ �29 
＞買人 ⑦ 147 
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【五】

＞五陰 ⑰'211

＞五畿内豊年に売りなし→ 豊年

＞五逆十悪 ② 163 

＞五経 ① 13, ⑪ 16, ⑨ 80, ⑨ 186→ 四

書五経

＞五宝 ⑫'268

＞五計 ① 176, ① 178, ⑧ 328, ⑧ 330

＞五穀 ⑬'239, ⑰ 126

＞五穀の長 ⑰ 105 

＞「五国故事」 ⑰ 15 

＞ 「五雑俎」ござっそ ②'269, ② �72, ⑱ 

32, ⑰5 

＞五祀ごし ③ 55 

＞五字 ⑪ 179, ⑰ �6 

＞五障（五つの障） ⑭ 131, ⑰ �62 

＞五節季 ⑥ 175→ 節季

＞五臓 ③9 

＞五臓六腑 ③ 116

＞五大州 ⑯ 58 

＞五体不具 ③ �4, ③ 129

＞五等の人倫 ②5 

〉五斗味噌 ⑥ 41, ⑥ 119

＞五人組 ⑬ �45 

＞五風十雨 厘�72

〉五福 ③ 3, ③ 9, ③ 38, ③ 81, ⑭ �61, 

⑭ 262, ⑭ 314, ⑰ 10, ⑰ 13 

＞五欲→欲

【五行】①9, ③ 111, 顛107

＞五行の恩→恩

＞五行を知る ⑥ 293 

＞五行相生相克 ⑥'202 

＞五行の生剋—しょうこく ⑥'223, ⑥'290 

生剋、相生相剋そういうそうこく

【五常】①9, ②'201, ③ 10, ④ 5, ④ 42, ⑤ 

180, ⑥ 19, ⑥ 81, ⑧'218, ⑨ 82, ⑨ 

188, ⑪'235, ⑪ 95, ⑪ 116, ⑬ 179, ⑭ 

97, ⑭ 170, ⑭ 181, @190, ⑯ 318 

＞五常の徳 ⑪ 14 

＞五常の道 ⑪'295, ⑭ 167 

＞「五常訓」 ⑪ 62, ⑪ 63 

＞五常五倫 ④ 65 → 五倫五常

【五倫】①9, ①'24, ③ 142, ⑤ 47, ⑤ 

124, ⑥ 16, ⑥ 19, ⑥ 78, ⑥ 81, ⑦ 

191, ⑦ 357, @)174, @)181, 厘'214, @) 

221, ⑪ 9, ⑪ 16, ⑪ 18, ⑭ 177, ⑭ 179 

＞五倫五常 ⑪ 52 →五常五倫

＞五倫の道 ②'233, ⑤ 149 

【呉】

＞呉王夫差ごおうふさ*#秋戦国 ⑰ 178 

＞「呉子」 僅49, ⑪ 187 

＞呉二ごじ ⑰ 120 

＞呉道子（呉道玄）＊店 ⑭ 95 

＞呉服店 ⑪'272 

【後】

＞ 「後漢書」ごかんじょ ⑰ 52 

〉後家 ③ 107, ⑱ 139 → 巾着後家

＞若後家 ⑨ 356 

〉後妻 ⑨ 326, ⑰ 73 

＞後日の大利 ④ 340 

〉後生の種 ⑭ 307 

＞後生を願う ⑨'249 

〉後世の営み ④'221 

〉後世の道 ④ 186 

〉後醍醐天皇 ② 59, ⑤ 168 

）後水尾院 ⑪ 37 

〉後害 ⑮ 339 

〉後見 ③ 186 

〉後難 ⑫'278 

〉後楽を得る ⑯ 151 

【後悔】④125, ⑨ 32, ⑨ 126, ⑨'209, @) 

223, ⑭ 167, ⑭ 170, ⑯ 180 

〉後悔先に立たず ⑦ 69, ⑫'286, ⑭ 

102, ⑭ 185 
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索 引

【御】 ＞孔安国* 1iiii"JS ⑰'249 
＞御改正服忌令→ 服忌令ぶっきりょう

＞御用 ④ 120 
＞孔父嘉こうほか ＊イド秋戦 I 14 ⑧ 112 
＞孔鯉＊紅秋戦 I Ki ⑮'229 

＞御利益 ⑫ 148 

恋の重荷 ⑨ 348 

【エ】①139, ④ 183, (fl) 179 

〉工は業なり ⑬ 334 
＞エの業 ⑯ 49 

〉工業 ⑰ 14 

【エ商】④71, ⑦ 153, ⑦ 190, ⑦ 191 
＞工商の職 (}])10 

＞工商の業に移る ⑬'244 

【エ匠】

【孔子（孔夫子）】①11, ① 12, ① 73, ② 

95, ② 121, ② 144, ②'206, ②'231, ② 

243, ③ 5, ③ 38, ③ 39, ③ 82, ③ BJ, ③ 

91, ⑥ 18, ⑥ 47, ⑥ 80, ⑥ 125, ⑥ 

334, ⑥ 337, ⑥ 358, ⑦ 81, ⑦ 148, ⑦ 

191, ⑦'208, ⑦'260, ⑦'261, ⑦'264, ⑧ 

8, ⑧'277, ⑨ 8, ⑨ 98, @)32, ⑪ 3, ⑪ 

40, ⑪ 163, ⑪ 175, ⑪ 176, ⑪ 188, ⑪ 

192, ⑪'235, ⑫ 91, ⑫ 123, ⑫ 152, ⑬ 

51, ⑬ 52, ⑭'205, (fJ) 130, (fJ) 133, ⑯ 
＞エ匠の権輿—けんょ ⑪ �47 151, @152, @161, @110, @191, ⑯ 

＞エ匠の材木を使う ⑨ �56 203, @201, ⑰ �12, @215, @211, ⑮ 

【口】 229, @230, @269, @318, ⑯ 319, @ 

＞口外 ⑨ �22 336, ⑱ 64, (!J) 186, ⑱ �26, (!])241, ⑰ 

〉口上 ⑬ 1299 17, ⑰ �9, ⑰ 57, ⑰ 187 
＞口銭 ⑫ �77 >「孔子家語」→「家語」

＞口弁 ⑥ 312 〉孔孟の道 ⑰ 170 

＞口論 ④ 189, ⑫ �26, ⑫ �56, ⑫ 1296, ⑬ 【功】

142, ⑬ 189, ⑬ 196, ⑬ 198, ⑬ �37 〉功を立つる ⑦ �00 

【公】 ＞功を遂げて身退くの場 ⑨ �64 
〉公私の融通 @)66 >功なくして賞を受くる ⑱ �76
〉公正の心 ⑬ 65 〉功業 ⑱ 335

〉公孫鞍（商軟）こうそんおう*� ⑫） 131, >「功過格」 ⑪ 48, ⑪ 49, ⑬ 34, (/}35, ⑬
⑰ �45 87

＞公辺沙汰 ⑫ 64 >「功過自知録」 ⑬ 4, ⑪ 49

＞ 「公冶長」こうやちょぅ ⑦ �49, ⑦ �50 〉功者ぶり ④ 54

＞公用の忠義 ⑦ 303 >功名 ⑪ 31

【公儀】②161, ② 162, ③ 68, ④ 99, ④ 【交】

119, ⑨ �2, ⑨ 116, ⑨ 148, ⑭ �49, ⑭ ＞交際 @)294
305 【交易】②10, ④ 183, ⑤ 179, ⑧ 154, ⑧

＞公儀の掟→掟 155, ⑧ 156, ⑧ 151, ⑧ 161 
＞公儀を守る人 ② 163 〉古の交易 ⑯ 61 
＞公儀者 ② 163 〉交易の道 ⑦ 169 
【孔】 〉交易の理 ⑤ 167 
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【好】

＞「好人録」 ⑰ 150 

＞好徳 ③ �, 

＞好物に祟りなし ④ 31 

＞好味の食 ⑨'229 

＞好色 ⑦ 165, ⑰'259 

＞好色の害 ③ 107 

【孝】①106, ③ 174, ⑦ 81, ⑦ 82, ⑨ 

286, ⑨'290, ⑯ 175, ⑰'255→ 孝行

＞今の孝 ⑨'289 

＞孝の終わり ⑧'2 7, ⑭ 102 

＞孝の志 ⑥ 308 

＞孝の第一 ⑧'21 

＞孝の初め ⑭ 102 

＞孝の道 ⑭'246 

＞孝は万事の本 ⑨'289 

＞孝は百行の本（源）、万善の源（長） ⑧ 

20, ⑦'269, ⑪ 19, ⑭ 101, ⑰ 44 

＞孝を尽くす ⑭ 101 

＞先祖への孝 ⑭ 310 

＞「孝経」 ② 187, ⑦ 194, ⑧'22, ⑧ 57, ⑨ 

66, ⑨ 80, ⑨ 172, ⑨ 186, ⑪ 167, @ 

114, @57, ⑮ 129, ⑯'201, ⑰ 51, ⑰ 

52, ⑰ 57, ⑰ 62 

＞孝謙天皇 ⑱ 156 

＞孝公＊炎 ⑯ 131 

、：孝信 ⑧'25 

＞孝道 ⑬ 120, ⑬ 184, @175, (jJ) 141, (jJ) 

271, @274, ⑰ 18, ⑰ 91, ⑰'212, ⑰ 

223, ⑰'258 

＞孝養 ④ 46, ⑬ 248 

【孝行】③175, ③ 116, ④ 165, ④ 167, ⑥ 

307, ⑥ 309, ⑥ 331, ⑥ 345, ⑦ 78, ⑦ 

271, ⑦ 362, ⑧'21, ⑧'25, ⑧'26, ⑧ 

299, ⑨'288, ⑨'291, @)263, ⑪ 19, ⑪ 

20, ⑫'201, ⑫'224, ⑫'247, ⑫'292, ⑬ 

52, ⑬ 123, ⑬ 185, ⑭ 161, ⑰ 44, ⑰ 

46, ⑰ 51, ⑰ 63, ⑰ 80, ⑰ 110, ⑰ 

120, ⑰ 184, ⑰ ii64→ 孝

＞孝行の徳 ⑰ 45 

＞孝行の者 ⑰ 78 

〉実（真・誠）の孝行まこと砂 ③ 175, ⑭ 

106, ⑭ 174 

＞孝行を尽くす ⑭ 314 

＞「孝行短歌」 ⑪ 66 

＞親孝行 ⑧ ii4, ⑰ 110 

【孝子】 ② iiJ1, ② iis2, ③ 69, ⑬ ii4B, ⑯ 

129, ⑰ 44, ⑰ 45, ⑰ 62 

＞孝子の伝 ⑯ 80 

＞孝子は日を惜しむ ⑧ iiJ 

＞孝子行状記類 ⑨ 81, ⑨ 187 

＞孝子五郎右衛門 @211 

＞孝子庄助（荘助） @ss, @263, ⑰ 

52, ⑰ 110, ⑰ 111 

【孝心】⑥310, ⑧ 149, ⑰'202 

＞孝心の薬 ⑨'220

＞孝心の誠 ② 164

＞孝心者 ⑦ 93 

【孝悌】⑥308 

＞孝悌の道 ⑤ 120, @185

＞孝悌忠 ⑧ 10 

＞孝悌忠信 ⑦ 161, ⑦ 162, ⑦ 161, ⑦

211, ⑦'259, ⑧ 330, ⑪ 9, ⑪ 95, @7, @ 

183, ⑯'209 

【庚】

＞庚申雨こうしんぅ ⑤ 308 

＞庚申付け ⑤ 307 

【厚】

＞厚恩 ③ 72, ③ 135, ④ 165, ④ 166 

＞厚恩報謝 ⑫ 137 

＞深恩報謝 ② 191 

【厚味】④188 

＞厚味を好む ③ 114 

【皇】
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＞ 「皇極経世書」こうぎょくけいせいしょ ② �44 
＞皇帝 ② �73, ② �74 

【洪】
＞洪水 ⑤ �97 
＞ 「洪範（洪範九疇）」こうはんきゅうちゅう 厘

108 

【高】
〉高運→【運】
〉高恩 ⑫ 174 

〉高下を定む ⑭7 

＞高直こうじき ① 72→ 下直げじき

〉高直なる代物（貨物） ーしろもの ⑪ 123 
〉高情倒れ 懃66

〉高坂弾正（昌信）こうさかだんじょう ⑰ 31 
〉高祖＊前洩→ 劉邦

〉高祖＊南北朝(*)→ 劉裕

〉高宗* ,.tr ⑱ t94 

〉高師直こうのもろなお ⑧ 121 
＞裔慢 ⑪ 39, ⑬ �37 

【高利】④95, ⑧ 11, ⑧ tl, ⑫ 179, ⑫ 
235, ⑪ 100, ⑬ 169, ⑬ �98 

〉高利を取る ④ 194 

〉高利を貪る ⑨ t96, @)304, ⑫ 41, ⑫ 
228, ⑬ t32, ⑬ 336, ⑯ t5 

【黄】
＞黄巻 ⑱ 91 

＞黄石公＊矢 ⑪ 175 

＞「黄石公記」→「三略」
＞黄帝 ① 12 

＞黄庭堅こうていけん → 山谷

【黄金こがね（おうごい】(1)33, ① 51, ① 65, 

① 69, ① 70, ① 85 

〉黄金の浮世 ① 52 

＞黄金の力 ① 66 

＞金の筵こがねのむしろ (1)60 

＞黄金を積む ⑦ 145 
＞金商売→ 商い

索 引

＞黄金好きの人 ① 61 

＞黄金好きの世間 ① 76 
＞黄金毒蛇 @)285 

＞黄金持ち ① 70 

【講】②125, ② 126 

＞講をせんより乞食せよ ⑯ 105 
〉講釈 ⑦ 83, ⑯ 145 

【剛】⑯ii13 

＞剛臆 ⑦ 304 

【強】
＞強悪 ⑭ iio1 

【強欲（剛欲）】④185, ④ ii 11, ④ 275, ⑥ 
141, ⑦ 36, ⑪ ii25, ⑫ 187, ⑬ 333, ⑬ 
331, ⑯ ii6 

＞強欲無道の人 ⑫ 41 

＞剛欲我慢の心 ⑥ ii21 

項羽（項籍）＊秦 ② 235, ⑫ 93, ⑮ 254 
⑰ 255, @261, @262, ⑯ 268 

香具屋 ⑪ 275 

興権大利 ⑬ 72 

巧言令色 (!])338 

耕作の肝要 ④ 76 

考終命こうしゅうめい ③ 9, ③ 14, ③ 32, ⑰ 
13 

后稜こうしょく ⑯ 243 

浩然の気 ③ 81 

康寧こうねぃ ③ 9, ③ 13, ③ 14, ③ 28, ③ 
29 

幸福 ② 170, ⑦ 265 
光武帝＊後咬 ⑯ 25, ⑯ 21, ⑰ 71 
頭こうべ ④ 134 

弘法大師 ① 23 

「甲陽軍鑑」 ② 178, ⑧ 119, ⑧ 272, ⑨ 
44, ⑨ 140 

奄驚の違いを以て千里の謬りとなれる
ごうりのたがいをもってせんりのあやまりとなれる ([J)BB 

膏梁を喰わずこうりょうをくわず ④ 280 
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＾力ごうりょく ③'225, ③'226. ③'221, ④ 

84, ⑤ 39, ⑤ 114, ⑫ 37, ⑬ 315 

【声】④134

＞声も無うして人を呼ぶ ⑫'272 

胡亥こがい *� ⑮'248 

【国】
）国恩→恩
〉国禍 ⑰ 144 

国字解 ⑰ 185 

）国政を誹る ① 110→ 国家の政を誹る
「国朝旧章録」 ⑰ 196 

）国法 ⑨'22, ① 110, ① 170, ⑨ 116 

【国家】
＞国家に主たる人 ⑪ 198 

）国家の器物 ④ 183, ④ 87 

）国家の大用 @)208 

）国家の調法 ④ 94 

）国家の政を誹る ① 110→ ・ 国政を誹る
【極】
＞極悪大罪 ④ 32 

＞極貧飢（渇）え —かっぇ ④ 187 

【極楽】②88, ② 89, ② 90, ② 91, ② 94, 

④ 109, ⑨ 361, ⑭ 140, ⑯ 31, @)53, @

54

＞極楽浄土 ⑯ 44 

＞極楽世界 ① 15, ② 92 

開女こくあんじょ ⑯ 34 

克家の良図 ⑰ 156 

刻限 @208, ⑫ 110, (JZ)/11 
日こくじっ ⑥ 153 

股肱の臣.:.こう0)しん (/�55 

【心 l ⑬114. ⑬ 116, (jJ 118, (/4)169 
〉心ある人 ④ 122 

〉心賤しき時 （ル'241

＞心打ちとける ⑤ 48, (549, ⑤ 50, ⑤ 

51. ⑤ 125. ⑤ 126. @127, ⑤ 128

＞心から踏むや浮世の薄氷 @)320 

＞心こそ心迷わす心なれ、心に心、心許す
な @JOB, ⑭ 92 

＞心ざま賤しき ⑭ 312 

＞心静か ⑭'239 

＞心だに誠の道にかないなば、祈らずとて
も神や守らん ⑨'23, ⑨ 117, ⑨'206, ⑫ 

150, ⑮'23 

＞心永く見る ⑭'277 

＞心に誤りある時 ⑭'238 

＞心に勇みある時 ⑭'241 

＞心に粧ある時—かざりあるとき ⑭'237 

＞心に曇りある時 ⑭'239 

＞心に誠ある時 ⑭'241 

＞心に迷いある時 ⑭'239 

＞心に物ある時 ⑭'236 

＞心に私ある時 ⑭'238 

＞心の教え ④6 
＞心の階梯 ⑪'207 

＞心の鏡 ⑭ 170

＞心の暗みたる人 厘175

＞心の苦しみ ⑧ 93, ⑬ 72 

＞心の駒 ⑫ 10

＞心の失 ⑯'233

＞心の定規 厘308

＞心の楽しみ ③ 38, ③ 39 

＞心の段 ③ 154

＞心の慎み ⑫ 96 

＞心の角 ⑭ 308

＞心の徳 ⑯ 184

＞心の濁り ③'277 

＞心の計ばかりごと ⑤ 155

＞心の程の世をふる ④ 349 

＞心の誠 ⑨ 42, ⑨ 71, (91138, ⑫ 162 

＞心の眼 ⑮ 150 

＞心の用いよう ④ 7, ④8、 (4 69, ④ 
70, ④ 8'· (1)86, ④ 88, ④ 89, ④ 90, ④ 
91, ④ 92, ④ 93. ④ 95, ④ 102, ④ 
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138, ④'219 

＞心の持ちょう ④3 

＞心は体の亭主なり @)315 

＞心は主人 @)317 

＞心ばせを誠にする ⑤ 42, ⑤ 117 

＞心は隧の火の如し ④4 

＞心は皆一体 ⑭ 96 

＞心を動かさざる ⑰ 334, ⑱ 337 

＞心を動かす ⑰ 146 

＞心を清くする ① 189 

＞心を気高く持つ ⑨ 41, ⑨ 137 

＞心を正す ⑤ 42, ⑤ 117 

＞心を尽くす ⑭'280, ⑯ 325 

＞心を約やかにする —つづまやかにする ⑬

290 

＞心を風雅に持つ ④'217 

＞心を守る @)316 

＞心を磨く種 ⑨ 41, ⑨ 137 

＞心を養う ①'206, ⑧ 36 

＞心を労する者 ⑦ 153, ⑧'273 

＞心を労する者は人を使う ⑯ 182 

＞心懸け ⑫ 115 

＞心付 ⑦ 31, ⑦ 38, ⑦ 56 

＞心根 ⑨ 49, ⑨ 153 

＞太き心 ⑤ 104 

【心得】 ⑦'219 

＞心得損ない ③ 151 

【志】④'218, ⑥ 9, ⑥ 11, ⑥ 14, ⑥'24, ⑥ 

71, ⑥ 73, ⑥ 76, ⑥ 86, ⑥ 351, ⑥ 

369, ⑦ 322, ⑧'241, ⑧'244, ⑧'246, ⑪ 

11 

＞志の変動 ⑰ 142 

＞志は満つべからず、楽しみは極むべか

らず ② 50 

＞志を失う ⑰ 188 

＞志を養う ⑦'275 

虎残 *Iリl ⑰ 77 

索 引

腰 ⑥'243, ⑥'244 

居士 ② 183, ② 184 

乞食 ① 125, ③ 129, ⑥ 342, ⑨ 44, ⑫ 

87, ⑬ 154, ⑬'204, ⑬'212, ⑭ 128, ⑱ 

182, <fl) 183, <fl) 185, @)202, ⑰ 170 

「故事文選」 ⑯ 314 

孤臣 ⑧ 144 

姑息の愛→ 愛

東風こち ⑥'264, ⑥ 266, ⑥'273 

滑稽心学→ 心学

琴 ⑬121, ⑪ 184, ⑬ 187 

【事】

＞事を謀る ⑰'222 

〉事足れば足るに任せて事足らず、足らず

事足る身こそ安けれ ⑭ 141, ⑭'219 

今年学ばざれども来年有りと謂うことなか

れ ⑭192 

【言葉（詞）】②'206, ④ 35, ⑨ 54, ⑨ 158 

＞言葉多き ⑨ 340 

＞言葉の情 ① 328, ① 329 

＞言葉を難しく述べる ⑨'254 

〉言に花咲く者ことばに ⑪ 120 

＞相対詞あいたいことば ⑰ 131 

＞明日詞 ⑰ 179 

＞夷中衆の言葉いなかしゅうの— ② 179 

〉忌詞→ 忌

＞卑しき詞 ⑰ 131 

＞親の言葉（詞） ⑦ 97, ⑬ 123, ⑫ 185 

＞下子の詞げす炒 ② 143 

〉国風の言薬 ⑨'210 

＞自讃の言葉 ⑨ 71, ⑨ 183 

＞小人の詞 ⑧ 321 

＞捨て詞 @)274 

＞聖人の言葉 ⑰ 57 

〉多分の詞 ⑭'254 

〉農人の去年詞 ⑰ 101 

＞流行言葉はやりことば ⑦ 91 
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